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八ードウエア編 


本装置の八ードウエアについて説明します。 


各部の名称と機能 （52 ページ） 

本体の各部の名称と機能についてパーツ単位に説明しています。 

設置と接続 （60 ページ） 

本体の設置にふさわしい場所や背面のコネクタへの接続について説明していま 
す。 


基本的な操作 （67 ページ） 

電源の 0 N や OFF の方法、およびフロッピーディスクや CD - ROM のセット方法 
などについて説明しています。 

内蔵オプションの取り付け （76 ページ） 

別売の内蔵型オプションを取り付けるときにご覧ください。 

ケーブル接続 （105 ページ） 

本体内部のケープル接続例を示します。背面にあるコネクタへのケープル接続 
については「設置と接続」を参照してください。 


システム BIOS のセットアップ ( SETUP )(1 11ページ） 

専用のユーティリティを使った BIOS の設定方法について説明しています。 


リセットとクリア （135 ページ） 

リセットする方法と内部メモリ ( CMOS ) のウリア方法について説明していま 
す。 


割り込みラインと I / O ポートアドレス （138 ページ） 

I / O ポートアドレスや割り込み設定について説明しています。 

RAID コンフィグレーション （140 ページ） 

本装置内蔵のハードディスクドライプをディスクアレイドライブとして運用す 
るための方法について説明します。 
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各部の名称と機能 

本体の各部の名称を次に示します。 


本体前面 




⑻ - 1 ( 8)-2 



⑻ -3 


CD - ROM ドライプ 


(9)-1 


l r 


(9)-2 ⑼- 3 

フロッピーディスクドライプ 
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(1) フロントドア 

ファイルペイを保護するドア。フロッピーディス 
クドライブ、 CD-ROM ドライブなどにアクセスす 
る場合はドアを開ける。 

(2) DISK アクセスランプ（緑色） 

本体内蔵のハードディスクドライプにアクセスし 
ているときに点灯する （—59 ページ)。内蔵ハード 
ディスクドライブをオプションボードに接続して 
し、る場合は装置に添付の LED ケープルを接続するこ 
とにより点灯する（―91、92ページ)。 

(3) POWER/SLEEP ランプ（緑色/橙色） 
電源を ON にすると緑色に点灯する （—59 ペー 
ジ)。省電カモード中は橙色に点滅する。 

(4) POWER/SLEEP スイッチ 

本体の電源を〇 N/OFF するスイッチ。一度押すと 
緑色に点灯し、〇 N の状態になる。もろ一度押す 
と OFF の状態になる （—67 ページ)。 

〇 S の設定により省電力（スリープ）の切り替え 
をする機能を持たせることもできる。設定後、一 
度押すと、緑色に点滅し、省電カモードになる。 
もろ一度押すと、通常の状態になる（搭載されて 
いるオプションボードによっては、機能しないも 
のもある）。 

(5) フロントマスク 

装置前面を保護するカパー （—82 ページ)。 

(6) リリースタブ（フロントマスク側面に3個） 

フロントマスクのロックを解除するタブ （—82 
ページ)。フロントマスクを取り外すときに押す。 

(7) スタビライザ 

装置底面に取り付ける転倒防止用の部品 （—60 
ぺージ）〇 


(8) CD-ROM ドライブ 

セットしたディスクのデータの読み出し（または 
書き込み）を行ろ （—74 ページ)。 

(8)-1 トレーイジェクトボタン 

トレーをイジェクトするためのボタン 
(8)-2 アクセスランプ（橙色） 

ディスクへのアクセス状態を表示するラ 
ンプ（アクセス中に点灯） 

(8) -3 強制イジェクトホール 

トレーを強制的にイジェクトさせるため 
のホール。 

(9) 3.5 インチフロッピーディスクドライブ 

3.5 インチフロッピーディスクを揷入してデータ 
の書き込み/読み出しを行う装置 （—72 ページ)。 

(9) -1 ディスク揷入口 

フ□ッピーディスクを揷入する場所 
(9)-2 アクセスランプ（緑色） 

フロッピーディスクへのアクセス状態を 
表示するランプ（アクセス中に点灯） 

(9)-3 イジェクトボタン 

フロッピーディスクをイジェクトするた 
めのボタン 

(10) ファイルベイ 

5.25 インチデバイスと 3.5 インチデバイスを搭載 
するベイが一体となったペイ。 

(11) 5.25 インチデバイスベイ 

幅が 5.25 インチあるオプションの DAT ドライプや 
M0 ドライプ、 DVD-RAM ドライプなどを取り付 
ける場所（—100ページ)。 
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本体背面 





( 7 ). 


3 ) 
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(1) 電源コネクタ 

添付の電源コードを接続する （—62 ページ)。 

(2) 固定ネジ （2 個） 

左側のサイドカパーを取り外すときに外すネジ 
(—79 ぺージ)〇 

(3) ラジェータカバー 

ラジェータを保護するカパー。 

(4) 筐体ロック 

盗難防止用器具を取リ付けることで装置内部の部 
品の盗難を防止することができる。 



(5) AGP ポー ドス□ット 

オプションの AGP ボードを取り付けるスロット 
(—90 ページ)。接続したボードのコネクタにディ 
スプレイ装置を接続する。 

(6) PCI ポードスロット 

オプションの PCI ボードが取り付けられる場所。 
ボードによっては周辺機器に接続するためのコネ 
クタを持つ。 

(7) クランプ （2 個） 

電源コードを固定するための部品。電源コードを 
固定する場合は、固定ネジを外してクランプを取 
り外し、クランプで電源コードを挟んで、再度、 
クランプを装置にネジで固定する （64 ページ)。 

(8) キーポー ドコネクタ 

添付のキーボードを接続する （—62 ページ)。 

(9) マウスコネクタ 

添付のマウスを接続する （—62 ページ)。 


( 1 0) シリアルポートコネクタ 

シリアルインタフェースを持つ装置と接続する 
(—62 ページ)。なお、本体標準のシリアルポート 
は専用線接続は不可です。 

(11) プリンタポートコネクタ 

セント□ニクスインタフェースを持つプリンタと 
接続する （—62 ページ)。 

( 1 2) シリアルポートコネクタ 

シリアルインタフェースを持つ装置と接続する 
(—62 ページ)。なお、本体標準のシリアルポート 
は専用線接続は不可です。 

(13) LAN コネクタ 

LAN 上のネットワークシステムと接続する 
1 000BASE-T/100BASE-TX/10BASE-T 対応の 
コネクタ （—62 ページ)。 

(14) LINK/ACT ランプ 

LAN ポートのアクセス状態を示すランプ （—59 
ページ)。 

(15) 1000/100/10ランプ 

LAN ポートの転送速度を示すランプ （—59 ベー 
ジ)。 

(16) USB コネクタ 

US 巳インタフェースを持つ装置と接続する （— 
62ぺージ)〇 

対応するソフトウェア（ドライパ）が必要です。 

(17) ラインインコネクタ 
使用できません。 

(18) ラインアウトコネクタ 
使用できません。 

(19) マイク□ホン端子 
使用できません。 

(20) DUMP スイッチ 

装置に障害が発生し、メモリダンプを採取したい 
ときに押すスイッチ。 
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⑴ 


( 2 ) 


⑶ （4) ⑸ 


(14) 


，ri 


(13) 


( 12 ) 


( 11 ) 


■⑹ 

■⑺ 

-⑻ 

-⑼ 


( 10 ) 


電源ユニット 
CPU 

メモリ ( DIMM ) 

水冷ユニット 
デバイスベイ固定ネジ 

ハードデイスクドライプペイを外すときにゆるめ 
るネジ〇 

CD - ROM ドライブ 

3.5 インチフロッピーディスクドライブ 
5.25 インチデバイスベイ 


(9) 八ードディスクドライブベイ 

(10) PCI ガイドレール 

(11) 3.5 インチハードディスクドライブ（オプ 

シヨン） 

(12) マザーポード 

(13) AGP ポード 

グラフィックスアクセラレータボード。 

(14) 増設スロットカバー 



本体内部 


\—/ \—/ \—/ \—/ \—/ \—/ »)» \—/ 

1 2 3 4 5 678 

/-\ /-\ . -- . -- /-V /-V /-\ 
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(1) (2) (3) (4) (1) 



(1) 受電コネクタ 

(2) CPU ソケット 

(3) ポンプ用コネクタ 

(4) メモリコネクタ 

左から# 1—#2—#3— #4 
#1と#3に DIMM を標準装備 

(5) フロッピーディスクドライブ用コネクタ 

(6) LED / Switch 用コネクタ 

(7) IDE 1 コネクタ（八ードディスクドライブ用) 

未使用 

(8) 旧 E 2 コネクタ （ CD - ROM ドライブ用） 

(9) フロント USB 用コネクタ 

未使用 

(10) リチウムバッテリ 

(11) SATA HDD 用コネクタ 

(12) 水漏れセンサ用コネクタ 


(13) LED ケーブル用コネクタ 

(14) 検査用ジャンパ （136 ページ参照） 

(15) 水漏れセンサ電源用コネクタ 

(16) オーディオ用コネクタ 

未使用 

(17) スピーカ用コネクタ 

(18) PCI コネクタ （3 スロット） 

上がら PCI# 1 —PCI#2—PCI#3 

(19) AGP ポード用コネクタ 

(20) 電源フアン用コネクタ 

(21) 外部接続用コネクタ （63 ページ参照) 

































































































58 各部の名称と機能 


UNK/ACT 

ランプ 



1000/100/10ランプ 


本体前面 




ランプ表示 


本体のランプの表示とその意味は次のとおりです。 



POWER/SLEEP ランプ 
DISK アクセスランプ 


¢3 




本体背面 
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POWER / SLEEP ランプ（緑色/橙色） 

本体の電源が ON の圊、緑色に点灯します。またシステムが省電カモードに切り替わるとラン 
プが橙色に点灯します。省電カモードは本体の POWER / SLEEP スイッチを押すと起動します。 
また、 0 S によっては一定時間以上、操作しないと自動的に省電カモードに切り替わるよう設 
定したり、 0 S のコマンドによって省電カモードに切り替えたりすることもできます（オプシヨ 
ンボードによっては機能しないものもあります）。 POWER / SLEEP スイッチを押すと元に戻り 
ます。 


DISK アクセスランプ（緑色） 

DISK アクセスランプは本体内部のハードディスクドライプにアクセスしているときに点灯し 
ます。このランプ表示は故障を意味するものではありません。 

フロッピーディスクドライブ、 CD - ROM ドライブのアクセスランプは、それぞれにセットさ 
れているディスクや CD - ROM にアクセスしているときに点灯します。 


LINK / ACT ランプ（緑色） 

本体標準装備のネットワークポートの状態を表示します。本体と HUB に電力が供給されてい 
て、かつ正常に接続されている間、点灯します （ LINK )。 ネットワークポートが送受信を行っ 
ているときに点滅します （ ACT )。 

LINK 状態なのにランプが点灯しない場合は、ネットワークケープルの状態やケープルの接続 
状態を確認してください。それでもランプが点灯しない場合は、ネットワーク ( LAN ) コント 
□ーラが故障している場合があります。お買い求めの販売店、または保守サービス会社に連絡 
してください。 


1000/100/10ランプ（緑色/橙色） 

標準装備の LAN ポートは、1000 BASE-T ( IGbps ) と100 BASE-TX (100 Mbps )、10 BASE - 
T (10 Mbps ) をサポートしています。 


このランプは、ネットワークポートの通信モードがどのネットワーウインタフ エースで 動作さ 
れているかを示します。橙色に点灯しているときは、1000 BASE - T で動作していることを、緑 
色に点灯しているときは100 BASE - TX で動作していることを示します。消灯しているときは、 
10 巳 ASE - T で動作していることを示します。 
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設置と接続 

本体の設置と接続について説明します。 



△注意 

n 

装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。火傷やけが 

などを負うおそれや物的損害を負うおそれがあります。詳しくは、 iii ページ以降の説 


明をご覧ください。 

參一人で持ち上げない 

參指定以外の場所に設置 • 保管しない 


^ 本体を設置する前に本体底面に転倒防止用のスタビライザを取り付けてくだ 

g エック] さい。 



スタビライザ 
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本体の設置にふさわしい場所は次のとおりです。 

本体をしっかりと持ち、ゆっくりと静かに設置場所に置いてください。 



次に示す条件に当てはまるような場所には、設置しないでください。これらの場所に本体を設 
置すると、誤動作の原因となります。 




本装置の電源コードを他の接地線 
(特に大電力を消費する装置など) 
と共用しているコンセントに接続 
しなければならない場所。 

V 



強い磁界を発生させるもの（テレ 
ビ、ラジオ、放送/通信用アンテ 
ナ、送電線、電磁クレーンなど） 
の近く。 


電源ノイズ（商用電源をリレー 
などで〇 N/OFF する場合の接点 
スパークなど）を発生する装置 
の近くには設置しないでくださ 
い。（電源ノイズを発生する装置 
の近くに設置するときは電源配 
線の分離やノイズフィルタの取 
り付けなどを保守サービス会社 
に連絡して行ってください。） 





































































































62 設置と接続 



本体と周辺装置を接続します。本体の背面には、さまざまな周辺装置と接続できるコネクタが 
用意されています。次の図は標準の状態で接続できる周辺機器とそのコネクタの位置を示しま 
す。周辺装置を接続してから添付の電源コードを本体に接続し、電源プラグをコンセントにつ 
なげます。 



装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。人が死亡す 
る、または重傷を負うおそれがあります。詳しくは、 iii ページ以降の説明をご覧くだ 
さい0 

• ぬれた手で電源プラグを持たない 


△注意 


装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。火傷やけが 
などを負うおそれや物的損害を負うおそれがあります。詳しくは、 iii ページ以降の説 
明をご覧ください。 


參 

指定以•のコンセントに差し込まない 

AA 

• 

• 

たこ足配線にしない 
中途半端に差し込まない 

• 

指定以外の電源コードを使わない 


• 

電源コードを接続したままインタフェースケーブルの取り付けや取り外しをし 
ない 


• 

指定以•のインタフェースケーブルを使用しない 
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パラレルインタフェース 
を持つプリンタ 



ハプ（マルチポートリピータ) 


インタフエースケーブル 

インタフェースケープルを接続してから電源コードを接続します。 




本体、および接続する周辺機器の電源を OFF にしてから接続してくださ 
し、。 ON の状態のまま接続すると誤動作や故障の原因となります。 

サードノ V ° —ティの周辺機器およびインタフエースケーブルを接続する場 
合は、お買い求めの販売店でそれらの装置を使用できることをあらかじ 
め確認してください。サードパーテイの装置の中には使用できないもの 
ちあります。 

必要に応じてケーブルストッパを取り付けてケーブルを固定してくださ 
し、。キーポード/マウスや PCI ス□ットに増設したポードに接続した 
ケーブル （ LAN ケーブルなど）の着脱を防止するため効果があります 
(ケーブルストッパは本体内部で固定されています)。 

添付のキーポード、マウスはコネクタ部分の「△」マークを右に向けて 
差し込んでください。 

回線に接続する場合は、認定機関に申請済みのポードを使用してくださ 
い。 

本体標準のシリアルポートは専用線接続は不可です。 

ここで説明していないコネクタは未使用コネクタです。何も接続しない 
でください。 


マウス 


キーボード 



- 11 ^ 1 . 


シリアルインタフェースを持つ 



ディスプレイ装置） 



対応するドライパが必要です。 
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電源コード 

電源コードの取り付けおよび取り外し手順を以下に示します。 


取り付け 

添付の電源コードを以下の手順に従って接続します。 

1. 装置背面に取り付けられているクランプ （2 個）をネジを外して取り外す。 


クランプ 



2. 電源コードのコネクタを本体の電源コネクタに接続し、電源コードを挟んだ状態の 
クランプを装置にネジで固定する。 
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3. もう 一つの クランプも同様に電源 コー ドを挟んだ状態で装置にネジで固定する。 




• 本体の電源コードを無停電電源装置 （ UPS ) に接続する場合は、 UPS の 

背面にあるサービスコンセントに接続します。 

UPS のサービスコンセントには 、 「SWITCH OUT 」 と 「 UN-SWITCH 
OUT 」 という2種類のコンセントがあります （「0 UTPUT 1」、 
「0 UTPUT 2」 と呼ぶ場合もあります）。 UPS を制御するアプリケーシヨ 
ン ( ESMPRO / UPSController など)から電源の制御をしたい場合は、 
「SWITCH OUT 」 に電源コードを接続します。常時給電させたい場合は、 
「 UN-SWITCH OUT 」 に電源コードを接続します （24 時間稼働させるモ 
デムなどはこのコンセントに接続します）。詳しくは UPS に添付の説明 
書をご覧ください。 


09 


© 



• 本体の電源コードを接続した UPS によって、 UPS からの電源供給と本体 

の ON / OFF を連動 （ リンク）させるために BIOS の設定変更が必要となる場 
合があります。 

BIOS セットアップユーティリティの 「 Server 」一「 AC - LINK 」 を選択 
し、適切なパラメータ値に変更してください。 
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取り外し 

電源コードを取り外す場合は、以下の手順で行ってください。 

1. 装置背面に取り付けられているクランプ （2 個）をネジを外して取り外す。 




^ 取り外したクランプ （2 個）とネジ （2 本）はなくさないようにしてください。 
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基本的な操作 


基本的な操作の方法について説明します。 


電源の ON 


本体の電源は前面にある POWER / SLEEP スイッチを押すと ON の状態になります。 
次の順序で電源を ON にします。 


電源を OFF にした後、再度電源を ON にする時には、10秒ほど経ってから電源 
Bto を ON にしてください。 


1. フロッピーディスクドライブにフロッピーディスクをセットしていないことを確認 
する。 

2. ディスプレイ装置および本体に接続している周辺機器の電源を 0 INH こする。 


無停電電源装置 （UPS) などの電源制御装置に電源コードを接続している場合 
は、電源制御装置の電源が ON になっていることを確認して<ださい。 


エック| 


3. 本体前面にある POWER/SLEEP 
スイッチを押す。 

本体前面および背面の POWER / 
SLEEP ランプが緑色に点灯し、し 
ばらくするとディスプレイ装置の 
画面には 「 NEC ロゴ」が表示され 
ます。 

「 NEC 」 □ゴを表示している園、自 
己診断プ□グラム ( POST ) を実 
行してハードウェアの診断をしま 
す。詳しくはこの後の 「 POST の 
チェック」をご覧ください 。 POST 
を完了すると OS が起動します。口 
ヴオン画面でユーザー名とパス 
ワードを入力すれば使用できる状 
態になります。 



ランプ 


^ POST 中に異常が見つかると POST を中断し、エラーメッセージを表示します。 
196ページを参照してください。 
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POST (Power On Self - Test ) は、マザーボード内に記録されている自己診断機能です。 
POST は本体の電源を ON にすると自動的に実行され、マザーボード、 ECC メモリモジュール、 
CPU モジュール、キーボード、マウスなどをチェックします。また、 POST の実行中に各種の 
BIOS セットアップユーティリティの起動メッセージなども表示します。 

出荷時の設定では POST を実行している間、ディスプレイ装置 
には 「 NEC 」 □ゴが表示されます。 （< Esc > キーを押すと 、 POST 
の実行内容が表示されます。） 


rnsn 



巳 IOS のメニューで < Esc > キーを押さなくても、はじめから POST の診断内容を 
表示させることができます。 SETUP ユーティリティの 「 Advanced 」 メニュー 
にある 「 Boot-time Diagnostic Screen 」 の設定を 「 Enabled 」 に切り替えてくだ 
さい （120 ぺージ参照)。 


POST の実行内容は常に確認する必要はありません。次の場合に POST 中に表示されるメッ 
セージを確認してください。 

• 導入時 

• 「故障かな？」と思ったとき 

• 電源 ON から 0 S の起動の間に何度もビープ音がしたとき 

• ディスプレイ装置になんらかのエラーメッセージが表示されたとき 

POST の流れ 

次に POST で実行される内容を順を追って説日月します。 





• POST の実行中に電源を OFF にしないでください。 

• POST の実行中は、不用意なキー入力やマウスの操作をしないようにし 
てください。 

• システムの構成によっては、ディスプレイの画面に 「Press Any Key 」 
とキー入力を要求するメッセージを表示する場合もあります。これは取 
り付けたオプションのポードの BIOS が要求しているためのものです。 
オプションのマニュアルにある説明を確認してから何かキーを押してく 
ださい。 

參 オプションの PCI ポードの取り付け/取り外しをしてから電源を ON にす 
ると、 POST の実行中に取り付けたポードの構成に誤りがあることを示 
すメッセージを表示して POST をいったん停止することがあります。 

この場合は く F 1 >キーを押して POST を継続させてください。ポードの構 
成についての変更/設定は、この後に説明するユーテイリテイを使って設 
定できます。 


1. 電源 ON 後、 POST が起動し、メモリチェックを始めます。ディスプレイ装置の画 
面左上に基本メモリと拡張メモリのサイズをカウントしているメッセージが表示さ 
れます。本体に搭載されているメモリの量によっては、メモリチェックが完了する 
までに数分かかる場合もあります。同様に再起動（リブート）した場合など、画面 
に表示をするのに約1分程の時間がかかる場合があります。 









ハードウエア編 69 


2. メモリチェックを終了すると、いくつかのメッセージが表示されます。これらは搭 
載している CPU や接続しているキーボード、マウスなどを検出したことを知らせ 
るメッセージです。 

3. しばらくすると、マザーポードにある巳 IOS セットアップユーティリティ 
「 SETUP 」 の起動を促すメッセージが画面左下に表示されます。 

Press < F 2> to enter SETUP or Press < F12> to boot 
from Network 

使用する環境にあった設定に変更するときに起動してください。エラーメッセージ 
を伴った上記のメッセージが表示された場合を除き、通常では特に起動して設定を 
変更する必要はありません（そのまま何も入力せずにいると数秒後に POST を自動 
的に続けます)。 

SETUP を起動するときは、メッセージが表示されている間に < F 2> キーを押します。 
設定方法やパラメータの機能については、111ページを参照してください。 

SETUP を終了すると、自動的にもう一度はじめから POST を実行します。 


4. 続いて本体にオプションの SCSI コントローラボードなどの専用の BIOS を持ったコ 
ント□—ラを搭載している場合は、 BIOS セットアップユーティリティの起動を促 
すメッセージが表示されます（そのまま何も入力せずにいると数秒後に POST を自 
動的に続けます)。 

<例 ： SCSI BIOS セットアップユーティリティの場合> 

Press < C t r L > < A> for SCSISeLect(TM) Utility! 

ここで < Ct 「 l > キーと < A > キーを押すとユーティリティが起動します。 SCSI 機器の設定 
値やユーティリティの詳細についてはボードに添付の説明書を参照してください。 

ユーティリティを使用しなければならない例としては次のような場合があります。 

• 5.25 インチデパイスペイに SCSI 機器を取り付けた場合 

• 外付け SCSI 機器を接続した場合 

• 本体内部の SCSI 機器の接続を変更した場合 

5. オプションポードに接続している機器の情報などを画面に表示します。 

6. BIOS セットアップユーティリティ 「 SETUP 」 でパスワードの設定をすると、 
POST が正常に終了した後に、パスワードを入力する画面が表示されます。 


パスワードの入力は、3回まで行えます。3回とも入力を誤るとシステムを起動でき 
なくなります。この場合は、本体の電源を OFF にしてから、約10秒ほど時間をあけ 
て ON にしてください。 


W-O OS をインス I ルするまではパスワードを設定しないでください。 

ran 


7. POST を終了すると OS を起動します。 
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POST のエラーメッセージ 

POST 中にエラーを検出するとディスプレイ装置の画面にエラーメッセージを表示します。ま 
た、エラーの内容によってはビープ音でエラーが起きたことを通知します。エラーメッセージ 
とエラーを通知するビープ音のパターンの一覧や原因、その対処方法については、「運用•保 
守編」を参照してください。 


保守サービス会社に連絡するときはディスプレイの表示をメモしておいてく 
■to ださい。アラーム表示は保守を行うときに有用な情報となります。 
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電源の OFF 


次の順序で電源を OFF にします。本体の電源コードを UPS に接続している場合は、 UPS に添 
付の説明書を参照するか、 UPS を制御しているアプリケーシヨンの説明書を参照してくださ 
い。 

1. 0 S のシャットダウンをする。 

2. POWER / SLEEP ランプが消灯したことを確認する。 

3. 周辺機器の電源を OFF にする。 


省電カモードの起動 


ACPI モードに対応した 0 S を使用している場合、電力をほとんど使用しない状態(スタンパイ 
状態)にすることができます。 

0 S のシャットダウンメニューからスタンパイを選択するか、 POWER / SLEEP スイッチの設定 
を電源オフからスタンパイに変更した場合は POWER / SLEEP スイッチを押すとスタンパイ状 
態になります ( POWER / SLEEP ランプが点滅します)。 

スタンパイ状態になってもメモリの内容やそれまでの作業の状態は保持されています。 
POWER / SLEEP スイッチをもう一度押すとスタンパイ状態は解除されます。 


POWER/SLEEP ランプ 




省電カモードへの移行、または省電カモードからの復帰方法については、 
Windows Server 2003の設定によって異なります。また、省電カモード中の動 
作レベルは 、 Windows Server 2003の設定に依存します。 


w -〇 省電カモードへの移行、または省電カモード中にシステムを変更しないでくだ 
Bfai さい。省電カモードから復帰する際に元の状態に復帰できない場合がありま 
す。 
















72 基本的な操作 


フロッピーディスクドライブ 


本体前面にフロッピーディスクを使ったデータの読み出し（リード）•保存（ライト）を行う 
ことのできる 3.5 インチフロッピーディスクドライブが搭載されています。 

3.5 インチの 2 HD フロッピーディスク （1.44 M パイト）と 2 DD フロッピーディスウ （720 K パ 
イト）を使用することができます。 

フロッピーディスクのセット/取り出し 

フ□ッピーディスウをフ□ッピーディスクドライブにセットする前に本体の電源が ON 
( POWER ランプ点灯）になっていることを確認してください。 

フロッピーディスクをフロッピーディスクドライブに完全に押し込むと「カチッ」と音がし 
て、フロッピーディスウドライプのイジェクトポタンが少し飛び出します。 

イジェクトポタンを押すとセツトしたフロッピーディスクをフロッピーディスクドライブか 
ら取り出せます。 


^ • フォーマットされていないフロッピーディスクをセットすると、ディス 
||エック| クの内容を読めないことを知らせるメッセージやフォーマットを要求す 

るメッセージが表示されます。 0S に添付の説明書を参照してフロ、ソ 
ピーディスクをフォーマツトしてください。 

• フロッピーディスクをセットした後に本体の電源を ON にしたり，再起 
動するとフロッピーディスクから起動します。フ□ッビーディスク内に 
システムがないと起動できません。 

• フ□ッビーディスクアクセスランプが消灯していることを確認してから 
フロッピーディスクを取り出してください。アクセスランプが点灯中に 
取り出すとデータが破壊されるおそれがあります。 


フ□ッピーディスクの取り扱いについて 

フロッピーディスクは、データを保存する大切なものです。またその構造は非常にデリケート 
にできていますので、次の点に注意して取り扱って<ださい。 

• フロッピーディスクドライブにはていねいに奧まで挿入してください。 

• ラペルは正しい位置に貼り付けてください。 

• 鉛筆やポールペンで直接フロッピーディスクに書き込んだりしないでください。 

• シャッタを開けないでください。 

• ゴミやほこりの多いところでは使用しないでください。 

• フ□ッピーディスウの上に物を置かないでください。 

• 直射日光の当たる場所や暖房器具の近くなど温度の高くなる場所には置かないでくださ 
い。 

• たばこの煙に当たるところには置かないでください。 

• 水などの液体の近くや薬品の近くには置かないでください。 

• 磁石など磁気を帯びたものを近づけないでください。 

• クリップなどではさんだり、落としたりしないでください。 
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• 磁気やほこりから保護できる専用の収納ケースに保管してください。 

參フロッピーディスウは、保存している内容を誤って消すことのないようにライトプ□テ 
ウト（書き込み禁止）ができるようになっています。ライトプロテウトされているフ 
□ッビーディスクは、読み出しはできますが、ディスウのフォーマットやデータの書き 
込みができません。重要なデータの入っているフロッピーディスクは、書き込み時以外 
はライトプ□テクトをしておくようお勧めします。 3.5 インチフロッピーディスクのラ 
イトプ□テクトは、デイスウ裏面のライトプ□テウトスイツチで行います。 



書き込み不可書き込み可 


• フロッピーディスクは、とてもデリケートな記憶媒体です。ほこりや温度変化によって 
データが失われることがあります。また、オペレータの操作ミスや装置自身の故障など 
によってもデータを失う場合があります。このような場合を考えて、万一に備えて大切 
なデータは定期的にパックアップをとっておくことをお勧めします。（本体に添付され 
ているフロッピーディスクは必ずパックアップをとってください。） 
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CD - ROM ドライブ 


本体前面に CD - ROM ドライプがあります。 CD - ROM ドライプは CD-ROM (読み出し専用のコ 
ンパクトディスク）のデータを読むための装置です。 CD - ROM はフロッピーディスクと比較 
して、大量のデータを高速に読み出すことができます。 


△注意 


装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。火傷やけが 
A などを負うおそれや物的損害を負うおそれがあります。詳しくは、 iii ページ以降の説 

V 明をご覧ください。 

• CD - ROM ドライブのトレーを引き出したまま放置しない 


ディスクのセット/取り出し 

1. 本体の電源が ON ( POWER / SLEEP ランプ点灯）になっていることを確認する。 

2. CD - ROM ドライブ前面のトレーイジェクトボタンを押す。 

トレ— が少し出てきますので、ゆっくりとていねいに手で引き出してください。 

3. ディスクの文字が印刷されている面を上に向けてトレーの上に静かに確実に置く。 

4. トレーの前面をゆっくりとていねいに押す。 

トレーの前面を「カチツ」と音がしてロックされるまで押してください。 




ディスクのセツト後、ドライブの駆動音が大きく聞こえるときは、再度ディス 
クをセツトし直してください。 


ディスクの取り出しは、ディスクをセツトするときと同じようにトレーイジェクトポタンを押 
してトレーをイジェクトし、トレーから取り出します（アクセスランプがオレンジ色に点灯し 
ているときは、ディスウにアクセスしていることを示します。この間、オープン/クローズポ 
タンは機能しません)。 

0 S によっては 0 S からトレーをイジェクトすることもできます。 

ディスクを取り出したらトレーを元に戻してください。 


ディスクが取り出せない場合の手順 

トレーイジェクトボタンを押してもディスクを取り出せない場合は、次の手順に従って取り出 
します。 


1. POWER / SLEEP スイッチを押して本体の電源を OFF ( POWER / SLEEP ランプ消 
灯）にする。 
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2. 直径約 1.2 mm 、 長さ約1 00 mm - 

の金属製のピン（太めのゼムク L 1=1 °1 

リップを引き伸ばして代用でき 

る）を CD - ROM ドライブの フロ 強制ィジェクトホール 

ントパネルにある強制イジェクト 
ホールに差し込んで、トレーが出 
てくるまでゆっくりと押す。 

強制イジェクトホールの位置はドライブのタイプによって異なる場合があります。 




3. トレーを持って引き出す。 

4. ディスクを取り出す。 

5. トレーを押して元に戻す。 

ディスクの取り扱い 

セットするディスクは次の点に注意して取り扱ってください。 

• 本装置は、 CD 規格に準拠しない「コピーガード付き CD 」 などのディスクにつきまして 
は、 CD 再生機器における再生の保証はいたしかねます。 

• ディスクを落とさないでください。 

• ディスクの上にものを置いたり、曲げたりしないでください。 

• ディスクにラペルなどを貼らないでください。 

• 信号面（文字などが印刷されていない面）に手を触れないでください。 

• 文字の書かれている面を上にして、トレーにていねいに置いてください。 

• キズをつけたり、鉛筆やボールペンで文字などを直接ディスクに書き込まないでくださ 
い。 

• たばこの煙の当たるところには置かないでください。 

• 直射日光の当たる場所や暖房器具の近くなど温度の高くなる場所には置かないでくださ 
い。 

• 指紋やほこりがついたときは、乾いた柔らかい布で、内側から外側に向けてゆっくり、 
ていねいにふいてください。 

• 清掃の際は、 CD 専用のクリーナをお使いください。レコード用のスプレー、クリーナ、 
ペンジン、シンナーなどは使わないでください。 

• 使用後は、専用の収納ケースに保管してください。 


• つま楊枝やプラスチックなど折れやすいものを使用しないでください。 

• 上記の手順を行ってもディスクが取り出せない場合は、保守サービス会 
社に連絡してください。 









76 内蔵オプシヨンの取リ付け 


装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。人が死亡す 
る、または重傷を負うおそれがあります。詳しくは、 iii ページ以降の説明をご覧くだ 
さい0 

• 自分で分解 • 修理 • 改造はしない 
拳 リチウムバッテリを取り外さない 

• プラグを差し込んだまま取り扱わない 



△注意 



装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。火傷やけが 
などを負うおそれや物的損害を負うおそれがあります。詳しくは、 iii ページ以降の説 
明をご覧ください。 

• 1人で持ち上げない 

• 中途半端に取り付けない 

• 指を挟まない 


AQ 


内蔵オフシヨンの取り付け 


本体に取り付けられるオプションの取り付け方法および注意事項について記載しています。 




• オプションの取り付け/取り外しはユーザー個人でも行えますが、この 
場合の本体および部品の破損または運用した結果の影響についてはその 
責任を負いかねますのでご了承ください。本装置について詳しく、専門 
的な知識を持つた保守サービス会社の保守員に取り付け/取り外しを行 
わせるようお勧めします。 

• オプションおよびケーブルは弊社が指定する部品を使用してください。 
指定以外の部品を取り付けた結果起きた装置の誤動作または故障 • 破損 
についての修理は有料となります 

參 ハードウェア構成を変更した場合も、必ず EXPRESSBUILDER を使つ 
てシステムをアップデートしてください （42 ページを参照)。 


安全に正しくオプションの取り付け/取り外しをするために次の注意事項を必ず守ってくださ 
い。 



安全上の注意 


A 0 ㉞ C 

AA. 0 ⑩ 
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静電気対策について 


本体内部の部品は静電気に弱い電子部品で構成されています。取り付け • 取り外しの際は静電 
気による製品の故障に十分注意してください。 

• U ストストラップ（アームパンドや静電気防止手袋など）の着用 

リスト接地ストラップを手首に巻き付けてください。手に入らない場合は部品を触る前 
に筐体の塗装されていない金属表面に触れて身体に蓄積された静電気を放電します。 

また、作業中は定期的に金属表面に触れて静電気を放電するようにしてください。 

• 作業場所の確認 

一静電気防止処理が施された床、またはコンクリートの上で作業を行います。 

ーカーペットなど静電気の発生しやすい場所で作業を行ろ場合は、静電気防止処理を 
行った上で作業を行ってください。 

• 作業台の使用 

静電気防止マットの上に本体を置き、その上で作業を行って<ださい。 

• 着衣 

ーウールや化学繊維でできた服を身につけて作業を行わないでください。 

一静電気防止靴を履いて作業を行ってください。 

一取り付け前に貴金属（指輪や腕輪、時計など）を外してください。 

• 部品の取り扱い 

一取り付ける部品は本体に組み込むまで静電気防止用の袋に入れておいてください。 
一各部品の縁の部分を持ち、端子や実装部品に触れないでください。 

一部品を保管•運搬する場合は、静電気防止用の袋などに入れてください。 
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取り付け/取り外しの準備 


次の手順に従って部品の取り付け/取り外しの準備をします。 


1. 0 S からシャツトダウン処理をす 
るか POWER / SLEEP スイツチを 
押して本体の電源を〇 FF 
( P 〇 WER / SLEEP ランプ消灯） 
にする。 


2. 本体の電源コードをコンセントお 
よび本体の電源コネクタから抜 
く。 

電源コードの取り外し手順の詳細 
については、66ページを参照して 
ください。 



POWER/SLEEP 

ランプ 



3. 本体背面に接続しているケーブルをすべて取り外す。 
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取り付け/取り外しの手順 


次の手順に従つて部品の取り付け/取り外しをします。 

レフトサイド カバー 

本体にオプションを取り付ける（または取り外す）ときはレフトサイドカパーを取り外します。 

取り外し 

次の手順に従ってレフトサイドカパーを取り外します。 



3. 背面のネジ2本を外す。 
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4. 右側のカバーが底面を向くように 
して本体を横置きにする。 

ゆっくりと静かに倒してくださ 
い。 

フロントマスクを取り外す場合 
は、フロントマスクの取り外し後 
に横置きにしてください。 


5. レフトサイドカバーをしっかり 
持って取り外す。 
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1 \ 

筐体ロックの 
プレートを差 
し込む穴 

本体底面側の 
フック 

筐体ロックの 
プレート 

フックの差し込み穴 

フックを引っかける 
フレーム 

レフトサイドカパーの裏側 


本体のフレーム 



最後に取り外しの際に外したネジ （2 本）でレフトサイドカバーを固定します。 


ネジ 



取り付け 


サイドカパーは「取り外し」と逆の手順で取り付けることができます。 

サイドカパーの上下にあるフッウが本体のフレームにある穴に確実に差し込まれていること 
を確認してください。また、本体前面にスライドしてカパーを取り付けるときにも、サイドカ 
パー前面側にあるフックが本体のフレームに引っ掛かっていることを確認してください。フ 
レームに引っ掛かっていないとカバーを確実に取り付けることができません。 


本体上面側の 
フック 


フックの差し込み穴 
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フロントマスク 

ハードディスクドライブや 5.25 インチデパイスを取り付ける（または取り外す）ときはフロ 
ントマスウを取り外します。 


取り外し 

次の手順に従ってフロントマスウを取り外します。 


1. 78ページを参照して取り外しの準備をする。 

2. 79ページを参照してレフトサイドカバーを取り外す。 


3. フロントマスクの左側にあるリ 
リースタブ （3 力所）を引き、夕 
ブが本体のフレームから外れる程 
度まで前面に少し引っぱる。 



前面に引っぱりすぎるとフロントマスクの右側を固定しているフックを破損 
Bto してしまいます。少しだけ引き出してください。 


4. フロントマスクを左へスライドさせ、本体右側のフレームに引つかかつているタブ 
を外して本体から取り外す。 


5. 右側のカバーが底面を向くように 
して本体を横置きにする。 

ゆっくりと静かに倒してくださ 
い。 
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取り付け 

フロントマスクは「取り外し」の逆の手順で取り付けることができます。フロントマスクの右 
側にある3つのタブを本体前面の穴に差し込んでから左側を本体に向けて押し、リリースタブ 
でロックしてください。 
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3.5 インチ八ードディスクドライブ 

本体の内部には、ハードディスクドライプを最大3台取り付けることができます。 


wrO 弊社で指定していない八ードディスクドライブを使用しないでください。サー 
Bfai ドパーティのハードディスクドライブを取り付けると八ードディスクドライ 
ブだけでなく本体が故障するおそれがあります。また、これらの製品が原因と 
なった故障や破損についての修理は保証期間中でも有料となります。 


ハードディスクドライプペイ 



取り付け 

次の手順に従って 3.5 インチハードディスウドライプを取り付けます。 

1 . 取り付け前に八ードディスクドライブに添付の説明書を参照して八ードディスクド 
ライブの設定をする。 


増設台数 

取り付けるベイの位置 

1台目 

上段 

2台目 

中段 

3台目* 1 

下段 


*1 3台搭載するにはオプションの RAID コント□—ラが必要。 

2. 78ページを参照して取り外しの準備をする。 

3. 79ページと82ページを参照してレフトサイドカバーとフロントマスクを取り外 
す。 

4. 八ードディスクドライブをすでに搭載している場合は、八ードディスクドライブに 
接続しているインタフェースケーブルと電源ケーブルを外す。 
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5. 本体前面から八ードディスクドラ 
イブベイを固定しているネジ2本 
を外す。 


6. 八ードディスクドライブベイを固 
定しているネジをゆるめる。 

ゆるめるだけです。取り外す必要 
はありません。 




ネジをゆるめると八ードディスクドライブベイは自由な状態になります。落と 
■to さないようバードディスクドライブベイを持ちながらゆるめてください。 


7. 八ードディスクドライブベイを本 
体背面方向に少しだけスライドさ 
せて、本体から取り出す。 



マザーポード上の部品に八ードディスクドライブベイをぶつけないよう注意 
してください。 


8. 平らで丈夫な場所に静かに置く。 
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9. 八ードディスクドライブのコネク 
夕側を手前に、基板面を下に向け 
て持ち、スロットへゆつくりとて 
いねいに差し込む。 

ハードディスクドライプベイにあ 
るツメ （4 力所）の上にハードディ 
スウドライプが載るようにして置 
きます。 


10. ハードディスクドライブとハード 
ディスクドライブベイのネジ穴を 
合わせて、装置添付のネジ （4 
本）でハードディスクドライブを 
固定する。 


く SCSI ディスク搭載の例> 


八ードディスクドライブ 
を載せるツメ （4 力所） 




八ードディスクドライブを固定するネジは、装置添付のネジを使用してくださ 
DE い。 
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11. ハードディスクドライブベイを本 
体の フレームに 突き当てながら本 
体のフックにベイの穴を差し込 
む。 

図はわかりやすくするために底面 
側にある pci ガイドレールを省略 
しています。 


本体のフックにペイの 
穴を合わせる 



胃~〇 マザーポード上の部品に八ードディスクドライブベイをぶつけないよう注意 
してください。 



エック| 


• 本体側のフックをハードディスクドライプペイにある穴に差し込み、本 
体前面へスライドさせます。 


ハードディスクドライプペイ 
を引っかけるフック 



<本体側> 


• 取り付けの際にケープルをはさんでいないことを確認してください。 
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^ ハードディスクドライプペイにあるネジ固定用のフックが本体のネジに引っ 
W ^\ かがっていることも確認してください。 

13. 手順6でゆるめたネジを締め、手順5で取り外したネジ2本を取り付ける。 

14. ケーブルを接続する。 

詳しくは、この後の「ケープル接続」を参照してください。 

15. 本体を組み立てる。 


16. BIOS セットアップユーティリティを起動して、 BIOS からハードディスクドライ 
ブが正しく認識されていることを確認する （1 11ページ)。 
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取り外し 

ハードディスクドライブは次の手順で取り外すことができます。 





八ードディスクドライブ内のデータについて 

取り外したハードディスクドライブに保存されている大切なデータ（例 
えば顧客情報や企業の経理情報など）が第三者へ漏洩することのないよ 
うにお客様の責任において確実に処分してください。 

Windows や Linux などの「ゴミ箱を空にする」操作やオペレーティング 
システムの「フォーマツト」コマンドでは見た目は消去されたように見 
えますが、実際のデータは八ードディスクドライブに書き込まれたまま 
の状態にあります。完全に消去されていないデータは、特殊なソフトウェ 
アにより復元され、予期せぬ用途に転用されるおそれがあります。 

このようなトラブルを回避するために市販の消去用ソフトウェア（有償） 
またはサービス（有償）を利用し、確実にデータを処分することを強く 
お勧めします。データの消去についての詳細は、お買い求めの販売店ま 
たは保守サービス会社にお問い合わせください。 


1. 78ページを参照して取り外しの準備をする。 

2. 79ページと82ページを参照してレフトサイドカバーとフロントマスクを取り外 
す。 

3. 「取り付け」の手順4〜8を参照して八ードディスクドライブベイを取り出す。 

4. 「取り付け」の手順9〜10を参照して八ードディスクドライブを取り出す。 

5. 本体を組み立てる。 
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PCI ポード/ AGP ポード（グラフィックスアクセラレータ） 

本体には、 PCI ボードを取り付けることができるスロットを3つ、 AGP ボード（グラフィック 
スアクセラレータ）を取り付けることができるス□ツトを1つ用意しています。 


胃~〇 • pci ポードは静電気に弱い電子部品です。装置の金属フレーム部分など 

馨身 に触れて身体の静電気を逃がしてからポードを取り扱ってください。ま 

た、ポードの端子部分を素手で触ったり、ポードを直接机の上に置いた 
りしないでください。静電気に対する注意については、77ページで説 
明しています。 

• □ングポードは PCI #1と#2のみに搭載できます。また、実装する際に 

は、マザーポード上の部品に接触しないよう、注意して実装してくださ 
し、0 


AGP ボードスロット 

PCI ボードス□ツト#1 
PCI ボードス□ツト#2 
PCI ボードス□ツト#3 



マザーボード 
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オプションポード側 
に接続するコネクタ 


マザーポード側に 
接続するコネクタ 


LED コネクタ 


RAID コント□ーラの取り付けについて 

以下の RAID コント□ーラをインストールするために検討すべきことを記載します。詳しくは 

RAID コント□ーラに添付の説日月書を参照してください。 

N 8103 -89 :ディスクアレイコント □- ラ ( SATA ) 

• インストールする RAID コント□—ラの仕様にあったハードディスクドライブとケープ 
ルを用意してください。 

• ハードディスクドライプのマスタ/スレーブを正しく設定してしてください。 

• 構築する RAID (Redundant Arrays of lnexpensive [ lndependent ] Disks ) レペルで必 
要となる台数分のハードディスクドライプを用意してください。 

• ディスクアレイ構成に変更する場合や、 RAID を変更する場合は、ハードディスクドラ 
イブを初期化します。ディスクアレイとして使用するハードディスクドライプに大切な 
データがある場合は、パックアップを別のハードディスクドライブにとってからボード 
の取り付けやディスクアレイの構築を行ってください。 

• ディスクアレイとして使用するハードディスクドライプはパッウごとにディスク回転速 
度と容量が同じハードディスクドライプを使用してください。 

• ディスクアレイを構成すると、ディスクの信頼性が向上するかわりにディスクアレイを 
構成するハードディスクドライプの総容量に比べ、実際に使用できる容量が小さくなり 
ます。 

• ディスクアレイコント□—ラボードを交換する場合はディスクアレイの構成情報（コン 
フィグレーション情報）をディスクアレイコントローラポードにリストアしてくださ 
し、リストアはコンフィグレーションユーティリティを使用します。詳しくは、 r ソフ 
トウェア編」を参照してください。 

• RAID コント□—ラボードに接続したハードディスウドライブのアクセス状態を装置前 
面の DISK アウセスランプで表示させる場合は、装置に添付の LED ケーブルをマザーボー 
ド上の LED コネクタと RAID コント□—ラボード上のコネクタに接続してください。 


マザーボード 


|&1 


画 

画 


マザーポード側に 
接続するコネクタ 
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- N 8 103-89 



SCSI コント□ーラの取り付けについて 

N 8 103-65 SCSI コント□—ラを取り付け、 SCSI ハードディスクドライブを内蔵する場合は以 
下のことについて考慮してください。詳しくは SCSI コント□ーラに添付の説明書を参照して 
ください。 

• インストールする SCSI コントローラの仕様にあったハードディスクドライブ（最大3 
台）とケープルを用意すること。 

• ハードディスクドライプの ID や終端設定を正しく設定してしてください。 

• SCSI コントローラポードに OS がインス I 'ールされたハードディスクドライブを接続す 
る場合は、番号の小さい PCI スロットから順番に取り付けてください。 

• SCSI コントローラボードに接続したハードディスクドライブのアクセス状態を装置前面 
の DISK アクセスランプで表示させる場合は、装置に添付の LED ケーブルをマザーボード 
上の LED コネクタと SCSI コント□—ラボード上のコネクタに接続してください。 


マザ_ポ_ド 
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— N 8 103-65 


黒色のケ_フルを接続 



• 取り付け後は、 SCSI コント□—ラの SCSI BIOS ユーティリティを使用してボードや接 
続しているデパイスの転送レートの設定などをします。設定の詳細とその方法について 
は、ボードに添付の説明書を参照してください。 
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取り付け 


次の手順に従って pci ポードス□ットに接続するポードの取り付けを行います。詳細について 
は、ボードに添付の説明書を参照してください。 

1. 取り付け前に、取り付けるポードでスイッチやジャンパの設定が行える場合は、 
ポードに添付の説明書を参照して正しく設定しておく。 

2. 78ページを参照して取り外しの準備をする。 

3. 79ページを参照してレフトサイドカバーを取り外す。 


4. 取り付けるスロットと同じ位置（高さ）にあるネジ （1 本）を外す。 


5. 取り付けるス□ットと同じ位置 
(高さ）にある増設スロットカ 
バーを 取り外す。 



取り外したス□ットカバーは大切に保管してくださし、。 
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6. ボードの部品面を本体底面側に向け、ボードのリアノ（ネルをフレームのノ（ネにしっ 
かりと当ててからボードの接続部分がス□ットに確実に接続するようしっかりと 
ボードを押し込む。 

ロングポードの場合は、本体前面側にあるガイドレールの溝にポードを合わせてか 
らス□ットに接続します。 



ある部分 



<ロングボードの場合> 


胃-〇うまくポードを取り付けられないときは、ポードをいったん取り外してから取 
■to り付け直してください。ボードに過度の力を加えるとポードを破損するおそれ 
がありますので注意してください。 


7. 手順4で取り外したネジでボードを固定する。 

8. 本体を組み立てる。 

9. 本体の電源を ON にして POST でエラーメッセージが表示されていないことを確認 
する。 


エラーメッセージが表示された場合は、メッセージをメモした後、保守サービス会 
社に保守を依頼してください。 

10. 巳 I 〇 S セットアップユーティリティを起動して 「 Advanced 」 メニューの [Reset 
Configuration Data 」 を 「 Yes 」 にする。 

ハードウェアの構成情報を更新するためです。詳しくは120ページをご覧ください。 
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取り付け後の設定 

取り付けたボードのタイプによっては、取り付け後にユーティリティ（本体の BIOS セット 
アップユーティリティやポードに搭載■添付されているセットアップユーティリティ）を使っ 
て本体の設定を変更しなければならない場合があります。 

ボードに添付の説明書に記載されている内容に従って正しく設定してください。 

なお、本装置では電源 ON 後に PCI パス番号の小さい順にスキャンをします。ポードに搭載さ 
れたオプション ROM 内に BIOS ユーティリティが格納されている場合は、 PCI パス番号の小さ 
い順にその起動メッセージ（バナー）を表示します。 


取り外し 

次の手順に従って PCI ポードス□ットに接続されているポードの取り外しを行います。 

1. 78ページを参照して取り外しの準備をする。 

2. 79ページを参照してレフトサイドカバーを取り外す。 

3. 「取り付け」の手順4を参照してネジを取り外す。 

4. ポードを取り外す。 

5. 増設スロットカバーを取り付け、「取り付け」の手順7を参照してネジで固定する。 

6. 本体を組み立てる。 

7. 本体の電源を ON にして POST でエラーメッセージが表示されていないことを確認 
する。 

エラーメッセージが表示された場合は、メッセージをメモした後、保守サービス会 
社に保守を依頼してください。 

8. BI 〇 S セットアップユーティリティを起動して 「 Advanced 」 メニューの 「Reset 
Configuration Data 」 を 「 Yes 」 にする。 

ハードウェアの構成情報を更新するためです。詳しくは120ページをご覧ください。 
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DIMM 


DIMM ( Dualln-line Mem 〇 「 yModule ) は、マザーボード上の DIMM コネクタに取り付けます。 
マザーボード上には DIMM を取り付けるコネクタが4個あります（増設や取り外しは2枚単位で 

す）〇 


メモリは最大 4 GB (1 GBX 4 枚）まで増設できます。 


謂"〇 參 弊社で指定していない DIMM を使用しないでください。サードパーティ 
隱ヨ の DIMM などを取り付けると、 DIMM だけでなく、本体が故障するおそ 

れがあります（これらの製品が原因となった故障や破損についての修理 
は保証期間中でも有料となります)。 

• DIMM は静電気に弱い電子部品です。装置の金属フレーム部分などに触 
れて身体の静電気を逃がしてからポードを取り扱ってください。また、 
ポードの端子部分を素手で触ったり、ポードを直接机の上に置いたりし 
ないでください。静電気に対する注意については、77ページで説明し 
ています。 

• DIMM #1 と DIMM #3、 DIMM #2 と DIMM #4 をペア単位で2枚の 
DIMM を増設してください。ペア内に異なった仕様の DIMM を取り付け 
ると正しく動作しません。 

• 周波数が 333 MHz の DIMM と400 MHz の DIMM を、同じ装置内で混在 
させないでぐださい。 

DIMM ポードの仕様は、 DIMM ポードに貼ってあるラベルに下記の内容 
で表示されています。 

(例） 333 MHz • Unbuffered - 128 M 巳.ロウアドレス12ビット•力 
ラムアドレス10ビット • Single side の場合 
333 / U / 128/ R 12 CIO S 

333 :周波数 、 U : Unbuffered 、 128 :容量、 

R 12 ： □ーアドレス12ビット、 

C 10 ;カラムアドレス10ビット 、 S : Single side 

• 搭載している PCI / AGP ポードなどの構成によっては、実際に搭載して 
いる物理メモリ容量より少なく表示される場合があります （ POST のメ 
モリカウントや BIOS セツトアップユーテイリテイ、 0 S のシステム構成 
で表示される内容も同じです)。 


本体背面側 



DIIMM #1 

DIIMM #2 

DIIMM #3 
DIIMM #4 


マザーボード 


また、本装置ではメモリの Dual Channel メモリモードをサポートしています。 

Dual Channel メモリモードで動作させるとメモリのデータ転送速度が2倍となります。 
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取り付け 

次の手順に従って DIMM を取り付けます。 


1. 78ページを参照して取り付けの準備をする。 

2. 79ページを参照してレフトサイドカバーを取り外す。 

3. 左側面が上になるように本体をしっかりと両手で持ち、ゆっくりと静かに倒す。 


4. 

5. 


DIMM を取り付けるコネクタにある左右のレバーを開ぐ 


DIMM を垂直に立てて、コネクタ 
にしっかりと押し込む。 



DIMM の向きに注意してください。 DIMM の端子側には誤挿入を防止するため 
の キーとキースロ、ソト があります。 


胃-'ジ 無理な力を加えると DIMM やコネクタを破損するおそれがあります。まつす 
ぐ、ていねいに差し込んでください。 


DIMM が DIMM コネクタに差し込まれるとレパーが自動的に閉じます。 

6. レバーを確実に閉じる。 

7. 本体を組み立てる。 

8. 本体の電源を ON にして POST の画面でエラーメ ッセー ジが表示されていないこと 
を確認する。 

POST のエラーメッセージの詳細については196ページを参照してください。 

9. SETUP を起動して 「 Advanced 」 メニューの 「 MemoryConfiguration 」 で増設 
した DIMM が BIOS から認識されていること（画面に表示されていること）を確認 
する （125 ページ参照)。 

10. 「 Advanced 」 メニューの 「Reset Configuration Data 」 を 「 Yes 」 にする。 

ハードウエアの構成情報を更新するためです。詳しくは120ページをご覧ください。 

11. ページングファイルサイズの設定を変更する。 

Windows Server 2003の場合は21ぺージを参照してください。 










ハードウエア編 99 


取り外し 

次の手順に従って DIMM を取り外します。 


4^ • 故障した DIMM を取り外す場合は、 POST や ESMPR 〇で表示されるエ 

II エック| ラーメッセージを確認して、取り付けている DIMM ソケットを確認して 

ください。 

• DIMM は最低1枚搭載されていないと装置は動作しません。 



2. 取り外す DIMM のコネクタの両側にあるレバーを左右にひろげる。 

DIMM のロックが解除されます。 

3. DIMM を取り外す。 

4. 本体を組み立てる。 

5. 本体の電源を ON にして POST の画面でエラーメッセージが表示されていないこと 
を確認する。 

POST のエラーメッセージの詳細については196ページを参照してください。 

rAdvancedJ メニューの 「Reset Configuration Data 」 を 「 Yes 」 にする。ハード 
ウェアの構成情報を更新するためです。詳しくは120ページをご覧ください。 

6. 故障した DIMM を交換した場合は、 「 Advanced 」 メニューの 「Memory 
Configuration 」 で 、 「Clear DIMM Errors 」 を選び、く Enter 〉 キーを押す。 

エラー情報をクリアするためです。詳しくは125ページをご覧ください。 

7. ページングファイルサイズの設定を変更する。 

Windows Server 2003の場合は21ぺージを参照してください。 
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ファイルデバイス 

本体には、 DVD - RAM ドライブや M 0 ドライブ、磁気テープドライプなどのパックアップデパ 
イスを取り付ける増設ス□ツトがあります。増設ス□ツトは1ス□ツトです。 



參 SCSI デバイスを搭載する場合は、オプションの SCSI コントローラボー 

ドと内蔵 SCSI ケーブルが必要になります。詳しくは「ケーブル接続」を 
参照してくださぃ。 

• DVD-RAM ドライブを取り付ける場合、動作モードを以下のように設定 

してくださし、。詳しくは DVD-RAM ドライブに添付の説明書を参照して 
くださぃ。 

— 標準装備の CD-ROM ドライブ：マスタ（出荷時の設定） 

— DVD-RAM ドライブ：スレーブ 


ファイルペイ_ 


□ 




5.25 インチ 
デバイスペイ 


O i 


-CD-ROM ドライプ 
.FDD ドライプ 

-増設スロット 
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取り付け 

次の手順に従ってファイルデパイスを取り付けます。ここでは標準装備のファイルベイを中心 
に説明します。デパイスペイ変換キットについては、説明が異なる場合のみ併記しています。 


1. デバイスの設定をする。 

デパイスペイに取り付けるデパイスの設定は以下のとおりです。 


デバイス 

設定 

SCSI デバイス 

終端抵抗 OFF * 


* オプションの内蔵 SCSI ケープルに終端が取り付け5れていない場合は 
終端抵抗 0 N に設定して < ださい。 


SCSI デバイスを搭載する場合は、 SCSM □が同じケーブルに接続されている 
他の機器と重ならないように設定してください。 


2. 78ページを参照して取り付けの準備をする。 

3. 79ぺージと82ページを参照してレフトサイドカバーとフロントマスクを取り外 
す。 


4. 

5. 


6 . 


標準装備の CD - ROM ドライブとフロッピーディスクドライブ、デバイスベイに搭 
載しているデノ（イスからすべてのケープ』レを取り外す。 

ファイルベイのブランクカパーを 
外す。 



ファイルベイの両側にあるリリー 
スタブを押しながらを本体から取 
り出す。 



& 
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7. 平らで丈夫な場所に静かに置く。 

8. 両側のタブを押してダミーカバー 
を取り外す。 



胃-〇 取り外したダミーカパーは大切に保管してください。 


9. EMI カバー（取り付けスロットをカバーしている板金）を取り外す。 


10 . 


取り外した EMI カパーは大切に保管してくださし、。 


ファイルデバイスを差し込む。 













ノ、 _ ドウエア編 103 


11. デバイスのネジ穴をファイルベイのネジ穴に合わせてデバイスに添付のネジ4本で 
固定する。 


• 固定に使うネジはオプションのデパイスに添付のネジを使用してくださ 
し、。必要以上に長さのあるネジを使用するとデバイスを破損するおそれ 
があります。 

• 取り付けたデバイスの前面を、標準搭載の CD - ROM ドライブ/フロッ 
ピーディスクドライブの前面と位置を合わせて取り付けてください。 



• 前面に突起物があるカバー付ぎのデバイスは、フロントべゼルに干渉す 
る場合があります。その場合は、標準装備の CD - ROM ドライブの取り 
付け面と同じになるよう取り付けるデバイスを後方にずらして取り付け 
てください。 


12. ファイルベイを本体に差し込む。 


「カチツ」と音がして□ツクされる 
まで押し込んでください。 


13. 装置側面から取り付けた 5.25 インチデバイスにインタフェースケーブルと電源 
ケーブルを接続する。 



詳しくは、この後の「ケーブル接続」を参照してください。 



デバイス変換キットベイに取り付けられている CD - ROM ドライブの電源コネ 
クタにはあらかじめ電源中継ケーブルが取り付けられています。本体の電源 
ケーブルを電源中継ケーブルに接続してください。 


14. 本体を組み立てる。 
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15. SCSI デバイスの場合は、 SCSI コント□—ラの BIOS ユーティリティを使って転送 
速度などの設定をする。 

詳しくは SCSI コント□—ラに添付の説明書を参照してください。 

16. 搭載したデバイスのデバイスドライバをインス I ルする。 

詳しくはデパイスに添付の説玥書を参照してください。 


取り外し 

ファイルデパイスは「取り付け」の逆の手順で取り外すことができます。デパイスを取り外し 
たままにする場合は、 EM Iカパーとダミーカバーを取り付けてください。 
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ケーブル接続 

本体内部のデパイスのケーブル接続例を示します。 


インタフェースケーブル 


インタフエースケーブルの接続について説明します。 



ここで示す図は接続を中心として説明しています。マザーボード上のコネクタ 
の詳細については「マザーボード」を参照してください。 


八ードディスクドライブの増設 

ハードディスクドライプを増設した際の接続について説明します。 

ハードディスクドライプを増設した場合は、次の図のとおりにケーブルを接続します。 



= IDE ケーブル 


l = DD ヶーブル S - ATA ヶーブル 
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ディスクアレイコント□ーラ （ SATA ) [ N 8103 -89] との接続 

シリアル ATA ハードディスウドライブを搭載している場合は、ディスクアレイコント□ーラ 
( SATA ) にも接続することができます。ディスクアレイコントローラ （ SATA ) は、データ 
の信頼性を向上させるために用意されたオプションの PCI RAID ボードで、 RAID 0 と RAID 1 、 
RAID 5 の RAID レペルをサポートしています。 

• RAID 0 (ストライビング） 

ハードディスウドライブに対してデータを分散して記録する方法です。この方法を「ス 
トライピンヴ」と呼びます。搭載しているハードディスクドライプへ処理を分散させる 
ことによりハードディスクドライブ単体で使用しているときに比べディスクアクセス性 
能を向上させることができます。 


BBH 


• RAID 1(ミラーリング） 

2台のハードディスクドライプに対して同じデータを記録する方法です。この方法を「ミ 
ラーリング」と呼びます。データを記録するときに同時に2台のハードディスクドライブ 
に記録するため、使用中に片方のハードディスクドライプが故障しても、もう片方の正 
常なハードディスクドライプを使用してシステムダウンすることなく継続して運用する 
ことができます。 


• データを搭載している八ードディスクドライブに分散して記録している 
ためアレイを構成している八ードディスクドライブが1台でも故障する 
とデータの復旧はできません。 

• アレイの論理容量は、接続された八ードディスクドライブの整数倍とな 
ります。 



參 データを2台の八ードディスクドライブへ同時にリード/ライトしている 
ため、単体ディスクに比べてディスクアクセス性能は劣ります。 

• アレイの論理容量は、接続された八ードディスクドライブ1台と同じと 
なります。 
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LED コネクタ 


IDE ケーブル S - ATA ケーブル— FDD ケーブル 

内蔵ハードディスクドライプのアクセス状態を表示させるために装置に添付の LED ケープル 
をマザーボード上の LED コネクタとディスクアレイコント□—ラ ( SATA ) に接続してくださ 
い。ディスクの状態（ディスクの故障やディスクアレイのリビルド中など）はディスクアレイ 
コント □— ラ ( SATA ) 用のユーテイリテイ 「 Web-based Promise Array Manager 」 から確 
認します。ユーティリティはディスクアレイコント□—ラ ( SATA ) に添付のユーティリティ 
です。 


RAID 5( ストライビング+パリティ） 

ストライピンク'により3台のハードディスクドライブに分散してデータを記録します。ま 
たストライピンク'されたデータのパリティ情報も各ハードディスクドライブに分散して 
記録されます。ディスクは冗長性を持っています。 


データを3台のハードディスクドライブへ同時にリード/ライトしている 
ため、単体ディスクに比べてディスクアクセス性能は劣ります。 

パリティデータを保存するため、3台の八ードディスクドライブの総容 
量より若干容量が少なくなります。 


ディスクアレイを構築するには最低2台のハードディスクドライプが必要です。また、接続に 
使用するインタフェースケープルはディスクアレイコントローラ （ SATA ) に添付のケープル 
を使用します。ハードディスクドライプに接続していたケープルは取り外して、大切に保管し 
ておいてください。 


urns 


八ードディスクドライブは同じ容量および性能のものを使用してください。 


電源 

ユニッ ト 



/ 



CD - ROM ドライブ 



シ 







Ld 




5.25 インチ 
デバイスベイ 

3.5 インチ 
デバイスベイ 


1台目の八ードディスクドライブ 
2台目の八ードディスクドライブ 
3台目の八ードディスクドライブ 


一口 
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マザーボード 



SATA SATA 
コネクタ〗コネクタ2 



5.25インチデバイスの接続 

5.25 インチデバイスペイには SCSI デバイスを搭載することができます。 


IDE デノ《イスを搭載する場合 


標準状態で IDE デバイスを1台搭載することができます。ビルド•トウ•オーダーで購入した 
デバイスベイ変換キットには2つのスロツトがありますが、増設できる台数は1台です。 


J IDE マスタ- 

3.5 インチデバイスベイ 
I IDE スレーブ- 


5.25 インチ 
デバイスペイ 


-1 台目の八ードディスクドライブ 
-2 台目の八ードディスクドライブ 


IDE/Pri: IDE プライマリ（未使用） 
IDE/Sec: IDE セカンダリ 


CD-ROM ドライブに接続されている本体に標準装備の IDE ケーブルを使用し 
てください。また、 IDE ケーブルの 「 Master 」 は必ず CD-ROM ドライブへ接 
続し、増設する IDE デバイスは 「 Slave 」 を接続してください。 



IDE ケーブル — FDD ケーブル S-ATA ケーブル 
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LED コネクタ 


SATA SATA 
コネクタ1コネクタ2 



SCSI デバイスを搭載する場合 

5.25インチデバイスベイに SCSI デバイスを搭載する場合は、オプションの SCSI コント□—ラ 
と内蔵 SCSI ケーブルが必要です 。 SCSI ID は他の SCSI デバイスと重複しないように設定して 
ください。 SCSI ケーブルに SCSI 接続の終端をするためのコネクタが取り付けられている場合 
は、 5.25 インチデバイスの終端の設定を無効にしてください。 


5.25インチ 
J デバィスべィ 

3.5 インチデパイスペイ 
"15.25 インチ 
J デバイスベイ 


-1 台目の八ードディスクドライブ 
-2 台目のハードディスクドライブ 


IDE/Pri: IDE プライマリ（未使用） 
IDE/Sec: IDE セカンダリ 


IDE ケーブル 


FDD ケーブル 


SCSI ケーブル 


S-ATA ケーブル 
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電源ケープル 


電源ケープルの接続例を示します。ここに示す電源ケープル以外は本装置では使用しません。 


P4* 



* 未使用コネクタ 
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システム BIOS のセットアップ ( SETU r 

Basic Input Output System ( BIOS ) の設定方法について説明します。 

導入時やオプションの増設/取り外し時にはここで説明する内容をよく理解して、正しく設定 
してください。 



SETUP は本体の基本ハードウエアの設定をするためのユーティリティツールです。このユー 
ティリティは本体内のフラッシュメモリに標準でインストールされているため、専用のユー 
ティリティなどがなくても実行できます。 

SETUP で設定される内容は、出荷時に最も標準で最適な状態に設定していますのでほとんど 
の場合において SETUP を使用する必要はありませんが、この後に説明するような場合など必 
要に応じて使用してください。 


胃~〇 • SETUP の操作は、システム管理者（アドミニストレータ）が行つてく 
ださい。 

參 SETUP では、パスワードを設定することができます。パスワードには、 
「 Supervisor 」 と 「 User 」 の2つのレベルがあります。 「 Supervisor 」 
レベルのパスワードで SETUP にアクセスした場合、すべての項目の変 
更ができます。 「 Supervisor 」 のパスワードが設定されている場合、 
「 User 」 レベルのパスワードでは、設定内容を変更できる項目が限られ 
ます。 

• 0 S (オペレーティングシステム）をインストールする前にパスワード 
を設定しないでください。 

• SETUP ユーティリティは、最新のバージヨンがインストールされてい 
ます。このため設定画面が本書で説明している内容と異なる場合があり 
ます。設定項目については、オンラインヘルプを参照するか、保守サー 
ビス会社に問い合わせてください。 

• 本装置では、使用する 0 S を選択するような BIOS パラメータ値はありま 
せん。プラグ•アンド • プレイのサボート有無に関する設定は特に必要 
ありません。 
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本体の電源を0 N にするとディスプレイ装置の画面に POST (Power On Self - Test ) の実行内 
容が表示されます。 「 NEC 」 □ゴが表示された場合は、 < Esc > キーを押してください。 

しばらくすると、次のメッセージが画面左下に表示されます。 

Press < F 2 > to enter SETUP, < F 4 > Maintenance Utility, 
< F12 > Network 


ここで < F 2> キーを押すと、 SETUP が起動して Main メニュー画面を表示します。 


以前に SETUP を起動してパスワードを設定している場合は、パスワードを入力する画面が表 
示されます。パスワードを入力してください。 

Enter password:C 」 

パスワードの入力は、3回まで行えます。3回とも誤ったパスワードを入力すると、本装置は 
動作を停止します（これより先の操作を行えません)。電源を OFR こしてください。 



パスワードには、 「 Supervisor 」 と 「 User 」 の 2 種類のパスワードがあります。 
「 Supervisor 」 では、 SETUP でのすベての設定の状態を確認したり、それらを 
変更したりすることができます。 「 User 」 では、確認できる設定や、変更でき 
る設定に制限があります。 
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キーと画面の説明 


キーボード上の次のキーを使って SETUP を操作します（キーの機能については、画面下にも 
表示されています）。 


サプメニューがあることを示す 


設定項目 



現在表示しているメニュ _ を示す 


PhoenixBIOS Setup Utility 


PCI Configuration 
^ Peripheral Configuraion 
► Memory Configuraion 
Advanced Chipset Control 

Reset Configuration Data : 
NumLock : 

Boot-time Diagnostic Screen : 


[No] 

[On] 

[Disabled] 


Help 

Exit 


Select Item 
Lect Menu 


< — *■ 

キーの機能説明 



Item Specific Help 


Additional setup 
menu to configure 
PCI device. 


Change Values 
ielect ► Sub-Menu 


F9 Setup Defaults 
F10 Save and Exit 


パラメータ（選択すると文字が反転する） 


オンライン 

ヘルプ 

ウインドウ 


□ 力ーソルキー（丨、 I ) 

画面に表示されている項目を選択します。文字の表示が反転している項目が現在選 
択されています。 

n 力ーソルキー（―、-^) 


Main や Advanced 、 Security 、 Server 、 Boot 、 Exit などのメニューを選択します。 
□ < 一〉キー/<+> キー 

選択している項目の値（パラメータ）を変更します。サブメニュー（項目の前に 
「►」がついているもの）を選択している場合、このキーは無効です。 


□ < Ente 「> キー 

選択したパラメ ータの決定を行うときに押します。 


□ < tsc > キー 

ひとつ前の画面に戻ります。押し続けると 「 Exit 」 メニューに進みます。 

□ く F 1〉 キー 

SETUP の操作でわからないことがあったときはこのキーを押してください。 
SETUP の操作についてのヘルプ画面が表示されます。く Esc > キーを押すと、元の画 
面に戻ります。 

□ く F 9> キー 

現在表示している項目のパラメータをデフォルトのパラメータに戻します（出荷時 
のパラメータと異なる場合があります)。 

□ <F10>+- 

設定したパラメータを保存して SETUP を終了します。 
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設定例 


次にソフトウエアと連携した機能や、システムとして運用するときに必要となる機能の設定例 
を 7 T ： します0 


日付 • 時間の設定 


日付や時間の設定は、オペレーティングシステム上でもできます。 
「 Main」—「System Time 」 （時刻の設定） 

「 Main」—fSystem Date 」 （日付の設定） 



「 ESMPRO / ServerManager 」 を使ってネットワーク経由で本体の電源を制御する 

fAdvancedJ fAdvanced Chipset Control」—「Wake On LAN/PMEJ —「 Enabled 」 


八ードディスクドライブ関連 


八ードディスクドライブの状態を確認する 

fMainJ -►「IDE Channel 0 Master/IDE Channel 0 Slave 」 表示を確認する 


UPS 関連 


UPS と電源連動させる 

— UPS から電源が供給されたら常に電源を〇 N させる 
「 Server 」「 AC - LINK」—「Power OnJ 

— POWER スイッチを使って〇 FF にしたときは、 UPS から電源が供給されても電源を 
〇 FF のままにする 

「 Server 」「 AC - LINK」—「Last State 」 


起動関連 


本体に接続している起動デバイスの順番を変える 

「 Boot 」 —起動順序を設定する 

POST の実行内容を表示する 

「 Advanced 」 一 「 Boot-time Diagnostic Screen 」 一 l " Enabled 」 

「 NEC 」 □ゴの表示中に < Esc > キーを押しても表示させることができます。 

リモートパワーオン機能を使用する 

rAdvancedJ -►「Advanced Chipset Control」 ― 「Wake On LAN/PMEJ / 「Wake On 
Ring 」 
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メモリ関連 


搭載しているメモリ （ DIMM ) の容量を確認する 

fAdvancedJ 「Memory Configuration 」 —表示を確認する 


プロセッサ関連 


搭載している CPU の情報を確認する 

「 Main」—「Processor Settings 」 —表示を確認する 


Windows XP でハイ パース レツディング テクノロジーを使用す る （ Windows 2000 
では使用できません） 

「 Main」—「Processor Settings 」—「 Hyper - 丁 hreading 丁 echnology 」—「 Enabled 」 


キーポー ド関連 


Numlock を設定する 

fAdvanced J fNumLock J 



BIOS レベルでのパスワードを設定する 

「 Security」—「Set Supervisor Password 」 -►パスワードを入力する 

「 Security 」 — [Set User Password 」— パスワードを入力する 

管理者パスワード （ Supervisor ）、 ユーザーパスワード ( User ) の順に設定します。 

POWER スイッチの機能を有効/無効にする 

「 Security」—「Power Switch 」-►「 Enabled 」 (有効) 

「 Security 」一 ►「Power Switch 」「 Disabled 」 (無効) 


セキュアモードを設定する 

「 Security 」 —ユーザーパスワードを登録 — 「Hot Key (Ctrl + Alt + )」と 「Secure Mode 
Boot 」 についてを設定する 


POWER スイッチを無効にすると POWER スイッチによる 0 IW 0 FF 操作に加 
え、「強制電源 OFF (135 ページ参照)」も機能しなくなります。 


外付け周辺機器関連 


夕 M 寸け周辺機器に対する設定をする 

fAdvanced J 「Peripheral Configuration 」 それぞれの機器に対して設定をする 
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内蔵機器関連 


本体内蔵のコント□ーラに対する設定をする 

rAdvancedJ ^ 「PCI Configuration 」 —それぞれのデバイスに対して設定をする 

オプションポードに搭載している ROM を展開させる 

rAdvancedJ 「PCI Configuration」—「PCI Slot n Option ROM ( n : スロット番号)」 — 
「 Enabled 」 

AGP ポードに割り当てるメモリサイズを設定する 

r /\ dvanced」—[Advanced Chipset ControlJ 「Graphics Aparture 」 

八ードウエアの構成情報をクリアする（内蔵機器の取り付け/取り外しの後） 

「 Advanced 」 一 「Reset Configuration Data 」 一 「 Yes 」 

オプションボードの取り付け/取り外しを行った後は、必ず実行してください。 


設定内容のセーブ関連 


巳 IOS の設定内容を保存して終了する 

「 Exit 」 一 「Exit Saving Changes 」 

変更した巳 IOS の設定を破棄して終了する 

「 Exit 」 一 「Exit Discarding Changes 」 

巳旧 S の設定をデフオルトの設定に戻す 

「 Exit」「Load Setup Defaults 」 

カスタム値として設定した内容を□ー ドする 

「 Exit」「Load Custom Defaults 」 

変更した巳 IOS の設定を破棄する 

「 Exit 」 一 「Discard Changes 」 

現在の設定内容を保存する 

「 Exit 」 一 「Save Changes 」 

設定した内容をカスタム値として保存する 

「 Exit 」 一 「 Save Custom Defaults 」 
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パラメータと説明 


SETUP には大きく 6種類のメニューがあります。 

• Main メニュー 

• Advanced メニュー 

• Security メニュー 

• Server メニュー 
參 Boot メニュー 

• Exit メニュー 

このメニューの中がらサブメニューを選択することによって、さらに詳細な機能の設定ができ 
ます。次に画面に表示されるメニュー別に設定できる機能やパラメータ、出荷時の設定を説明 
をします。 


Main 

SETUP を起動すると、はじめに Main メニューが表示されます。項目の前に「►」がついてい 
るメニューは、選択して < Enter > キーを押すとサブメニューが表示されます。 


PhoenixBIOS Setup Utility 


System rime : 

System Date : 

Legacy Diskette A : 

► IDE Channel 0 Master 

► IDE Channel 0 Slave 

► IDE Channel 1 Master 

► IDE Channel 1 Slave 

► IDE Channel 2 Master 

► IDE Channel 3 Master 

► Processor Settings 
Language : 


[E:18:58] 

[09/13/2003] 

[1.44/1.25 MB 3 

[80000MB] 

[None] 

[None] 

[None] 

[None] 

[None] 


[English (US)] 


Item Specific Help 


<Tab>, く Shift>, or 
<Enter> selects field. 


FI Help t i Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit -<~~*- Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


Main メニューの画面上で設定できる項目とその機能を示します。 
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項目 

パラメータ 

説明 

System Time 

HH:MM:SS 

時刻の設定をします。 

System Date 

MM/DD/YYYY 

日付の設定をします。 

Legacy Diskette A 

Disabled 

[1.44/1.25MB 3V 2 ] 

フロッピーディスクドライプ（標準装備） 

の設定をします。通常は n.44/1.25MB 
3V 2 J を選択してください。 

IDE Channel 0 Master 

IDE Channel 0 Slave 

IDE Channel 1 Master 

IDE Channel 1 Slave 

IDE Channel 2 Master 

IDE Channel 3 Master 


それぞれのチャネルに接続されているデパ 
イスのタイプを表示します。 

サブメニューの設定内容は変更しないでく 
ださい。 

Language 

[English(US)] 

日本語 (JP) 

SETUP で表示する言語を選択します。 


[]: 出荷時の設定 
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Processor Settings 

Main メニューで 「Processor Settings 」 を選択すると、以下の画面が表示されます。 


PhoenixBIOS Setup Utility 

■ Main ■ 


Processor Settings 

Item Specific Help 

Hyper-Threading TecnnoLogy [Enabled] 

Processor POST Speed Setting: 3.00 GHz 

Processor Type : Pentium(R) 4 

Processor L2 Cache size : 1024 KB 

EnabLes/disables 

processor 

HypeiThreading 

Technology. 


FI Help t | Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit •*—► Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

Hyper-Threading 

Technology 

[EnablecO 

Disabled 

1 つの物理 CPU を 2 つの論理 CPU としてみせ 
て動作させる機能です。 「Enabled」 に設定 
すると、1つの CPU が2つに見えます。 

注： Hyper-Threading Technology は、 
Hyper-Threading Technology に対心 
した CPU を搭載した場合のみ表示され 
ます。 Windows XP 以外の OS を使用 
する場合は、 「Disabled」 に設定して 
ください。 

Processor POST Speed 
Setting 

nn 门 GHz 

プロセッサの動作周波数を表示します（表 
示のみ)。 

Processor Type 

— 

プロセッサのモデル名を表示します（表示 
のみ)。 

Processor L2 Cache size 

nnn KB 

プロセッサのセカンド（二次）キャッシュ 
サイズを表示します（表示のみ)。 


[]： 出荷時の設定 
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Advanced 

力ーソルを rAdvancedJ の位置に移動させると、 Advanced メニューが表示されます。 

項目の前に「►」がついているメニューは、選択して < Ente 「> キーを押すとサブメニューが表 
示されます。 


PhoenixBIOS Setup Utility 




Item Specific Help 

► PCI Configuration 

► Peripheral configuraion 

► Memory Configuraion 

► Advanced Chipset Control 


Additional setup 
menu to configure 

PCI device. 

Reset Conriguration Data : 

[No] 


NumLock : 

[On] 


Boot-time Diagnostic Screen : 

[Disabled ： 



FI Help f | Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit —*• Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

Reset Configuration Data 

[No] 

Configuration Data(P0ST で記憶している 


Yes 

システム情報）をクリアするときは 「Yes」 

に設定します。システムの起動後にこのパ 
ラメータは 「No」 に切り替わります。 

NumLock 

[On] 

システム起動時に Numlock の有効/無効を設 


Off 

定します。 

Boot-time Diagnostic 

[Disabled] 

起動時の自己診断 (POST) の実行画面を表 

Screen 

Enabled 

示させるか、表示させないかを設定します。 
「Disabled」 に設定すると、 POST の間、 

「NEC」 ロゴが表示されます。（ここでく Esc> 
キーを押すと POST の実行画面に切り替わり 
ます。） 


[]： 出荷時の設定 
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PCI Configuration 

Advanced メニューで 「PCI Configuration 」 を選択すると、以下の画面が表示されます。項 
目の前に「►」がついているメニューは、選択して < Enter > キーを押すとサブメニューが表示 
されます。 


PhoenixBIOS Setup Utility 


PCI Configuration 

Item Specific Help 

► On board LAN device 

► On board USB device 

PCI Slot 1Option ROM : [Enabled] 

PCI Slot 2 Option ROM : [Enabled] 

PCI Slot 3 Option ROM : [Enabled] 

Select PCI 

Configuration options. 


FI Help t | Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit ••—► Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


項目 

パラメータ 

説明 

PCI Slot 1-3 Option POM 

[Enabled] 

Disabled 

PCI ス□ットに接続されているデパイス 
(ボード）に搭載されている BIOS の有効/無 
効を設定するサブメニューを表示します。 
グラフィックアクセラレータポードを取り 
付ける際にはそのスロットを 「Enabled」 に 
設定してください。オプション ROM BIOS 
を搭載した LAN コントローラボードを使用 
していて、このポードからネットワーク 
プートをしないときは 「Disabled」 にして< 
ださい。 


[]： 出荷時の設定 
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— On board LAN device 


項目 

パラメータ 

説明 

LAN Controller 

[ Enabled ] 

オンポード LAN コントローラの有効/無効を 


Disabled 

設定します。 

Option ROM Scan 

[Enabled] 

オンポード LAN チップを用いての PXE Boot 


Disabled 

の有効/無効を設定します。本装置のネット 
ワークポートに接続しているネットワーク 
上のデパイスから起動する場合は、 

「Enabled」 に設定してください。本装置の 
再セットアップをする場合は、 「Disat)led」 

に戻してください。また、オプションボー 
ドを搭載し、起動 0S がインストールされた 
ハードディスクドライプを接続している場 
合もこの設定を 「Disabled」 に設定してくだ 
さい。 


[]： 出荷時の設定 


— On board USB device 


項目 

パラメータ 

説明 

USB Controller 

[Enabled] 

オンポード USB コントローラの有効/無効を 


Disabled 

設定します。 

USB 2.0 Controller 

[Enabled] 

オンボード USB コント□—ラで USB 2_0を 


Disabled 

サボートさせるかどうかを設定します。 

USB Controller が 「Enabled」 の場合のみ表 
示されます。 


[]： 出荷時の設定 
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Peripheral Conriguration 

Advanced メニューで 「Peripheral Configuration 」 を選択すると、以下の画面が表示されます。 


PhoenixBIOS Setup Utility 


Penpneral Connguration 

Item Specific Help 

Serial Port 1 

I/O Address : 

[3F8] 

Disables serial port 1 

Serial Port 

1 Interrupt : 

： 4 ： 

or sets the base 

Serial Port 2 

I/O Address : 

[2F8] 

address/IRQ of serial 

Serial Port 

2 Interrupt : 


port 1. 

Parallel Port 

I/O Address : 

[378] 


Parallel Port Mode : 

[ECP] 


Parallel Port Interrupt : 

L71 


Parallel Port DMA channel 

: [3] 


Legacy USB Support : 

[Disabled] 


Mouse Port : 


[Enabled] 


Audio : 


[Enabled] 


Parallel ATA 


[Both] 


Serial ATA : 


CEnabLedU 


Native Mode Operation : 

[Auto] 


SATA RAID Enable : 

[Disabled] 


SMART Device 

Monitoring : 

[Enabled] 



FI Help t i Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit ■<~*• Select Menu Enter Select ►Sub-Menu F10 Save and Exit 


項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

Serial Port 1 I/O Address 

Disabled 

シリアルポート 1 の有効/無効と割り当てる 


[3F8] 

2F8 

3E8 

2E8 

l /〇アドレスを指定します。 

Serial Port 1 Interrupt 

3 

シリアルポート1に割リ当てる割り込みを指 


[4] 

定します 

Serial Port 2 I/O Address 

Disabled 

シリアルポート2の有効/無効と割り当てる 


3F8 

[2F8] 

3E8 

2E8 

1/〇アドレスを指定します。 

Serial Port 2 Interrupt 

[3] 

シリアルポート2に割リ当てる割り込みを指 


4 

定します 

Parallel Port I/O Address 

Disabled 

パラレルポートの有効/無効と割り当てる 


[378] 

278 

l /〇アドレスを指定します。 

Parallel Port Mode 

Output only 
Bi-directional 

EPP 

[ECP] 

パラレルポートの動作モードを指定します 

Parallel Port Interrupt 

5 

パラレルポートに割リ当てる割リ込みを指 


l：7] 

定します。 
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項目 

パラメータ 

説明 

Parallel Port DMA Channel 

1 

[3] 

パラレルポートの DMA チャネル番号を設定 
します。このメニューは 「Parallel Port 
Mode 」 を 「 ECP 」 以外に設定したときには 
表示されません。 

Legacy USB Support 

[ Disabled ] 

Enabled 

USB を正式にサボートしていない〇 S でも 

USB キーボードが使用できるよラにするか 
どうかを設定します 。 「USB Controller 」 が 
「 Enabled 」 のときに表示されます 0 

Mouse Port 

Disabled 

[ Enabled ] 

マウスの有効/無効を設定します。 

Audio 

Disabled 

[ Enabled ] 

内蔵のオーディオコントローラの有効/無効 
を設定します。 

Parallel AT A 

Disabled 

Channel 0 

Channel 1 
[ Both ] 

内蔵の IDE コント□—ラ （ CD - ROM ドライ 
プ）の有効/無効を設定します。 

Serial AT A 

Disabled 

[ Enabled ] 

内蔵のシリアル ATA コントローラの有効/無 
効を設定します。 

Native Mode Operation 

[ Auto ] 

Parallel AT A 

Serial AT A 

Both 

IDE コントローラを PCI デパイスとして認識 
させるがどうがを設定します。デフォルト 
値の 「 Auto 」 から変更しないでください。 

SATA RAID Enable 

[ Disabled ] 

Enabled 

SATA HostRAD 機能の有効/無効を設定し 
ます。 

(注）異なる設定で SATA ハードディスクドラ 
イプから起動するとデータが壊れるおそれ 
があります。 

SMART Device Monitoring 

Disabled 

[ Enabled ] 

ハードディスクドライプの監視技術 
「 S . M . A . R . T 」 の有効/無効を設定します。 


[]: 出荷時の設定 
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Memory Configuration 


Advanced メニューで 「 MemoryConfiguration 」 を選択すると、以下の画面が表示されます。 


PhoenixBIOS Setup Utility 

■ Advanced ■ 


Memory Configuration 

Item Specific Help 

Memory Size : xxxxxxx KB 

ALL items on this menu 

cannot be modified in 
user mode. If any 
items require changes, 
please consult your 
system Supervisor. 


FI Help f i Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit •« — *■ Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

Memory Size 

xxxxxxx KB 

搭載メモリの容量を表示します（表示の 
み)〇 


[]： 出荷時の設定 


搭載している PCI / AGP ポードなどの構成によっては、実際に搭載している物 
理メモリ容量より少なく表示される場合があります （ POST のメモリカウント 
や 0 S のシステム情報で表示される内容も同じです）。 
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Advanced Chipset Control 

Advanced メニューで 「Advanced Chipset Control 」 を選択すると、以下の画面が表示され 
ます。 


PhoenixBIOS Setup Utility 

■ Advanced _ 


Advanced Chipset Control 

Item Specific Help 

Graphics Aperture : [128 Mb ] 

Wake On Ring [Disabled] 

Wake On LAN/PME [Enabled] 

Select the size of the 
Graphics Aperture for 
the AGP video device. 


FI Help t i Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit -«—*■ Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

Graphics Aperture 

32Mb 

AGP に対応したグラフィックスアクセラ 


64Mb 

レータが DIME (Direct Memory Excution) 


[128Mb] 

機能を使用するときのアパーチャサイズを 


256Mb 

指定します。 128MB 以上の設定をすると性 
能が低下する場合があります。 

Wake On Ring 

[Disabled] 

シリアルポートを介したリモートパワーオ 


Enabled 

ン機能の有効/無効を設定します。 

Wake On LAN/PME 

Disabled 

ネットワークを介したリモートパワーオン 


[Enabled] 

機能や PCI デバイスの PME 信号からのリモー 
トパワーオン機能の有効/無効を設定しま 
す。 


[]： 出荷時の設定 
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Security 

力ーソルを 「Security」 の位置に移動させると、 Security メニューが表示されます。 



注： 「Secure Mode (セキュアモード)」と呼ばれるセキュリティモードの設定項目です。 

User Password を登録しているのみ選択できます。 「HotKey」 は、 「Peripheral 
Configuration」 一 「Legacy USB Support」 を 「Enabled」 にしたときに機能します。 

セキュアモードは、ユーザパスワードを持つ利用者以外からのアクセスを制限するモード 
です。セキュアモードを解除するまでキーボード、マウスは機能しません。 

セキュアモードの状態にあるシステムを通常の状態に戻すには、キーボードからユーザー 
パスワードを入力してく Enter> キーを押してください。 


Set Supervisor Password もしくは Set User Password のどちらかでく Ente「> キーを押すと 
パスワードの登録/変更画面が表示されます。 

ここでパスワードの設定を行います。パスワードは8文字以内の英数字および記号でキーボー 
ドから直接入力します。 



• 「User Password 」 は 、 「Supervisor Password 」 を設定していない 
と設定できません。 

• Secure Mode は 「Supervisor Password 」 および 「User 
Password 」 を設定していないと設定できません 0 

參 0 S のインストール前にパスワードを設定しないでください。 

• パスワードを忘れてしまった場合は、お買い求めの販売店または保守 
サービス会社にお問い合せください。 
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各項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

User Password Is 

Clear 

パスワードの設定状態を示します。 

Supervisor Password Is 

Clear 

パスワードの設定状態を示します。 

Set User Password* 

8 文字までの英数字 

<Enter> キーを押すとユーザーのパスワード 
入力画面になります。このパスワードでは 
SETUP メニューへのアクセスが制限されま 
す。 

Set Supervisor Password 

8 文字までの英数字 

<巳1^6「>キ_を押すとスーパーバイザのパス 
ワード入力画面になります。このパスワー 
ドですベての SETUP メニューにアクセスで 
きます。この設定は、 SETUP を起動したと 
きのパスワードの入力で 「Supervisor」 で 
ログオンしたときのみ設定できます。 

Password on boot* 

[Disabled] 

Enabled 

起動時にパスワードの入力を行う/行わない 
の設定をします。先にスーパーパイザのパ 
スワードを設定する必要があります。もし、 
スーパーパイザのパスワードが設定されて 
いて、このオプションが無効の場合は BIOS 
はユーザーが起動していると判断します。 

Fixed disk boot sector 

[Normal] 

Write Protect 

ハードディスクドライプのプートセクタへ 
の書き込みを許可するか禁止するがどうが 
を設定します。 

Hot key (Ctrl+Alt+) 

[L] 

Z 

セキュアモードを起動させるキーを設定し 
ます。く Ctrl> キーと <Alt> キーを押しながら 
設定したキーを押すとセキュアモードが起 
動します。 

Secure Mode Boot 

[Disabled] 

Enabled 

システムの起動時にセキュアモードで起動 
させるかどうかを設定します。 

Power Switch 

Disabled 

[Enabled] 

POWER スイッチの機能の有効/無効を設定 
します。 「Enabled」 に設定すると、 0S の起 
動後は POWER スイッチで電源 OFF できなく 
なります （PO\AER スイッチを4秒以上押し 
て強制的に OFR こすることもできません)。 

Floppy Write Protect 

Write Protected 
[Normal] 

セキュアモードの間、フロッピーディスク 
ドライプにセットしたフロッピーディスク 
への書き込みを許可するかを設定します。 


「Set Supervisor PasswordJ でパスワードを登録したときに指定できます。 


[]: 出荷時の設定 
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Server 

カーソルを 「Server」 の位置に移動させると、 Server メニューが表示されます。 

項目の前に「►」がついているメニューは、選択して <Ente「> キーを押すとサブメニューが表 
示されます。 


PhoenixBIOS Setup Utility 
Server 


► System Management 


Item Specific Help 



AC-LINK : 

[Last State] 


Temperature Sensor : 

[Enabled] 

Display system 

Upper Limit : 

[ 60] 

management options. 

Lower Limit : 

: 5 ： 


Post Error Pause : 

[Enabled] 



FI Help t i Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit — 卜 Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


各項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

AC-LINK 

Power On 
[Last State ] 

Stay Off 

AC リンク機能を設定します。 AC 電源が再度 
供給されたときのシステムの電源の状態を 
設定します（次ページ参照)。 

Temperature Sensor 

Disabled 

[Enabled] 

温度センサ監視機能の有効/無効を設定しま 
す。 

Upper Limit 

14 〜 [60] 〜 80 

起動抑止を行ラ上限値を設定します（単位 
は PC」)。 

Lower Limit 

〇〜 [5] 〜 66 

起動抑止を行ラ下限値を設定します（単位 
は PC」)。 

Post Error Pause 

Disabled 

[Enabled] 

POST の実行中にエラーが発生した際に、 
POST の終わりで POST をいったん停止する 
かどうか設定します。 


[]： 出荷時の設定 
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「AC-LINK」 の設定と本体の AC 電源が OFF になってから再度電源が供給されたときの動作を次 
の表に示します。 

再度、 AC 電源を受電すると、本体は約3秒ほど電源 0N の状態になります（内蔵ファンが一度 
回転を始め、停止します)。その後の動作は、 「AC-LINK」 の設定と AC 電源が OFF になったと 
きの状態によって下表のようになります。 


パラメータ 

ShutDown ( DC - Off ) 後の AC-OFF 

UPS 制御および突然の AC-OFF 

StayOff 

DC-OFF (待機） 

DC-0FF (待機） 

LastState 

DC-OFF (待機） 

DC-On して起動 

PowerOn 

DC-On して起動 

DC-On して起動 


AC リンクの機能を正しく動作させるためには 、 BIOS SETUP で設定後、必ず 
一度は POST を通してください。 

また、 POST 中、 0 S 起動中にかかわらず、4秒押しによる電源〇 FF 後は、一 
度 0 S を起動させて正常な方法で電源を OFF にしてください。 
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System Management 

Serve 「メニューで 「System Management 」 を選択し、く Enter 〉 キーを押すと、以下の画面が 
表示されます。 


PhoenixBIOS Setup Utility 

■ Server | 


System Management 

Item Specific Help 

Board Part U : xxxxx 

Board Serial # : xxxxxxxx 

System Part U : xxxxxxxxxxxxxxxxxxxxx 

System Serial U : xxxxxxx 

Chassis Part # : xxx-xxxxxx-xxx 

Chassis Serial U : xx 

BIOS Version : ReL.x.x.xxxx 

ALL items on this menu 

cannot be modi Tied in 
user mode. If any 
items require changes, 
please consult your 
system Supervisor. 


FI Help t I Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit ••—*• Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

Board Part # 

— 

マザーボードの部品番号を表示します（表示のみ)。 

Board Serial # 

— 

マザーボードのシリアル番号を表示します（表示のみ)。 

System Part # 

— 

本体のコードを表示します（表示のみ)。 

System Serial # 

- 

本体のシリアル番号を表示します（表示のみ)。 

Chassis Part # 

— 

シャーシの部品番号を表示します（表示のみ)。 

Chassis Serial # 

— 

シャーシのシリアル番号を表示します（表示のみ)。 

BIOS Version 

— 

BIOS のパージョンを表示します（表示のみ)。 
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Boot 

カーソルを 「 Boot 」 の位置に移動させると、起動順位を設定する Boot メニューが表示されま 
す。 



システムは起動時にこのメニューで設定した順番に機器をサーチし、起動ソフトウエアを見つ 
けるとそのソフトウエアで起動します。 


< t >キー/<4>キー、<+>キー/<_>キーで起動デパイスの優先順位を変更できます。 

各機器の位置へ< t 〉キー/< i 〉キーで移動させ、く十〉キー/< —〉キーで優先順位を変更でき 
ます。 


胃-〇 EXPRESSBUILDER を起動する場合は、上図に示す順番に設定してくださ 
BM い。 
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Exit 

カーソルを 「 Exit 」 の位置に移動させると、 Exit メニューが表示されます。 


Advanced 


PhoenixBIOS Setup Utility 

| Exit 



Item Specific Help 

Exit Saving Changes 


Exit Discarding Changes 


Load Setup Defaults 

Exit system setup and 

Load Custom Defaults 

save your changes to 

Save Custom Defaults 

CMOS. 

Disacard Changes 


Save Changes 



FI Help t i Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit •*—*• Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


このメニューの各オプションについて以下に説明します。 

• Exit Saving Changes 

新たに選択した内容を CMOS メモリ（不揮発性メモリ）内に保存して SETUP を終わらせ 
る時に、この項目を選択します 。 Exit Saving Changes を選択すると、確認の画面が表示 
されます。 

ここで、 「 Yes 」 を選ぶと新たに選択した内容を CMOS メモリ内に保存して SETUP を終了 
し、システムは自動的にシステムを再起動します。 

• ヒ xit Discaraing Changes 

新たに選択した内容を CMOS メモリ内に保存しないで SETUP を終わらせたい時にこの 
項目を選択します。 

ここで、「 N 0」を選択すると、変更した内容を保存しないで SETUP を終わらせることが 
できます。 「 Yes 」 を選択すると変更した内容を CMOS メモリ内に保存して SETUP を終了 
し、システムは自動的にシステムを再起動します。 

• Load Setup Defaults 

SETUP のすベての値をデフォルト値に戻したい時に、この項目を選択します 。 Load 
Setup Defaults を選択すると、確認の画面が表示されます。 

ここで、 「 Yes 」 を選択すると、デフォルト値に戻ります。 「 No 」 を選択すると Exit メニュー 
の画面に戻ります。 

• Load Custom Defaults 


このメニューを選択してく Ente 「> キーを押すと、保存しているカスタムデフォルト値を 
□—ドします 。 Save Custom Defaults を実行し、カスタムデフォルト値を保存すると表 
示されます。 
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• Save Custom Defaults 

このメニューを選択して < Enter > キーを押すと、現在設定しているパラメータをカスタム 
デフォルト値として CMOS メモリに保存します。 

• Discard Changes 

CMOS メモリに値を保存する前に今回の変更を以前の値に戻したい場合は、この項目を 
選択します 。 「Discard Changes 」 を選択すると確認画面が表示されます。 

ここで 「 Yes 」 を選ぶと、新たに選択した内容が破棄されて、以前の内容に戻ります。 
「 No 」 を選ぶと現在の変更内容の状態で Exit メニュー画面に戻ります。 

• Save Changes 

SETUP を終了せずに、新たに選択した内容を CMOS メモリ内に保存する時は、この項目 
を選択します 。 「Save Changes 」 を選択すると確認画面が表示されます。 

ここで 「 Yes 」 を選ぶと、新たに選択した内容を CMOS メモリ内に保存します。「 N0 」を 
選ぶと何も変更せずに Exit メニュー画面に戻ります。 
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■ J セツトとク IJ ア 


本装置が動作しなくなったときや BIOS で設定した内容を出荷時の設定に戻すときに参照して 
ください。 


y セツ 


0 S が起動する前に動作しなくなったときは、 < Ct 「 l > キーと < Alt > キーを押しながら、 < Delete > 
キーを押してください。リセットを実行します。 


胃-〇 リセットは、本体の DIMM 内のメモリや処理中のデータをすべてクリアしてし 
まいます。八ングアップしたとき以夕1■でリセットを行うときは、本装置がなに 
も処理していないことを確認してください。 


強制電源 OFF 


OS からシャットダウンできなくなったときや、 POWER スイッチを押しても電源を OFF にで 
きなくなったとき、リセットが機能しないときなどに使用します。 

本体の POWER スイッチを4秒ほど押し続けてください。電源が強制的に OFF になります（電 
源を再び ON にするときは、電源 OFF がら約10秒ほど待ってから電源を ON にしてください）。 


"~〇 參 リモートパワーオン機能を使用している場合は、一度、電源を ON にし 
Bto 直して、 0 S を起動させ、正常な方法で電源を OFF にしてください。 

• プロセッサが異常高温になると、高価な部品を保護するための回路が作 
動します。この場合、システムはリセット状態となるため、 POWER / 
SLEEP スイッチによる電源制御ができなくなります。電源コードを抜 
し、て電源を OFF にし、運用環境（周囲温度など）を確認した後、しばら 
くしてから再度、電源コードを接続し、電源を ON にする必要がありま 
す。なお、プロセッサが冷却されるまでの間（通常であれば5分程度） 

は、電源を OFF の状態にしておく必要がある場合もあります。 
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次にクリアする方法を示します。 



CMOS メモリのクリア 


CMOS メモリに保存されている BIOS セツトアップユーティリティの設定内容をクリアする場 
合は本体内部のジャンパスイッチを操作して行います。 


• CMOS メモリの内容をクリアすると BIOS セットアップユーティリティ 
の設定内容がすべてデフォルトの設定に戻ります。 

• その他のジャンパの設定は変更しないでください。装置の故障や誤動作 
の原因となります。 




〇 

0 0 0 0 

\〇 

〇 

0 0 0 0 


CMOS メモリの内容をクリア 



AA 


装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。人が死亡す 
る、または重傷を負うおそれがあります。詳しくは、 iii ページ以降の説明をご覧くだ 
さい0 

春自分で分解 • 修理 • 改造はしない 

• リチウム電池を取り外さない 

• プラグを差し込んだまま取り扱わない 
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A 注意 


装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。火傷やけが 
などを負うおそれや物的損害を負うおそれがあります。詳しくは、 iii ページ以降の説 
明をご覧ください。 

中途半端に取り付けない 
カバーを外したまま取り付けない 
落 - p 主吾 

装置を引き出した状態にしない 
指を挟まない 

古:日:$章 

ラックが不安定な状態でデノ（イスをラックから引き出さない 
複数台のデバイスをラックから引き出した状態にしない 


AA 


本体内部の部品は大変静電気に弱い電子部品です。本体の金属フレーム部分な 
Bto どに触れて身体の静電気を逃がしてから取り扱ってください。内部の部品や部 
品の端子部分を素手で触らないでください。静電気に関する説明は77ページ 
で詳しく説明しています。 


1. 78ページを参照して準備をする。 

2. 79ページを参照してベースカバーを取り外す。 

3. ジャンパスイッチの設定を変更する。 

胃-〇 クリップをなくさないよう注意してください。 


4. 本体を元どおりに組み立てて POWER / SLEEP スイッチを押す。 

5. POST を終了したら、電源を OFF にする。 

6. ジャンパスイッチの設定を元に戻した後、もう一度電源を ON にして設定し直す。 
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割り込みラインと I / O ポートアドレス 

割り込みラインや I/O ポートアドレスは、出荷時に次のように割り当てられています。オプシヨ 
ンを増設するときなどに参考にしてください。 

• 割り込みライン 

出荷時では、次のように割り当てられています。 


IRQ 

周辺機器（コント□ーラ） 

IRQ 

周辺機器（コントローラ） 

0 

システムタイマ 

8 

リアルタイムクロック 

1 

キーボード 

9 

SCI 

2 

カスケード接続 

10 

— 

3 

COM 2シリアルポート 

11 

— 

4 

COM 1シリアルポート 

12 

マウス 

5 

— 

13 

数値演算プ□セ'ソサ 

6 

フロッピーディスク 

14 

IDE Channel 0 

7 

パラレルポート 

15 

IDE Channel 1 


• PIRQ と PCI デバイスの関係 

出荷時では、 Auto Detect に設定されています。 PCI スロットに IRQ を他のデパイスと共 
有できないポードを取り付けた場合は下表の設定例のように設定を変更してください。 


メニュー項目 

割り込み 

PCI IRQ 1 

US 巳# 1 、 AGP INTA 

PCI IRQ 2 

LAN、AGP INTB 

PCI IRQ 3 

PCI #1 INTA 、 USB #3 

PCI IRQ 4 

PCI #1 INTB 、 PCI #2 INTA 、 USB #2 

PCI IRQ 5 

PCI #1 INTC 、 PCI #2 INTB 、 PCI #3 INTA 

PCI IRQ 6 

PCI #1 INTD 、 PCI #2 INTC ' PCI #3 INTB 

PCI IRQ 7 

PCI #2 INTD 、 PCI #3 INTC 

PCI IRQ 8 

PCI #3 INTD 、 USB 2.0 
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• I/O ポートアドレス 


アドレス* 

使用チップ 

20-21 

チップセット 

2 E -2 F 

スーパー I/O 

40-43 

システムタイマ 

60,64 

キーボー ド/マウスコント□—ラ 

61 

システムスピーカ 

70,71 

リアルタイムクロック 

80-8 F 

DMA コント□—ラ 

92 

チップセット 

A 0- A 1 

インターラプトコント□—ラ 

B 2 

チップセット 

F 0 

チップセット 

170 -177 

IDE コント□—ラ 

1 F 0 - 1 F 7 

DE コント□—ラ標準 

278- 27 F 

(パラレルポート） 

295 - 296 

ハードウエアモニタ 

2 F 8 - 2 FF 

シリアルポート 

376 

DE コント□—ラ標準 

370 - 377 

(ディスケットコントローラ）、 IDE コントローラ標準 

378 - 37 F 

(パラレ ルポー ト） 

3 BC - 3 BE 

パラレルポート 

3 F 6 

DE コント□—ラ 

3 F 0 - 3 F 7 

デイスケットコント□—ラ、 IDE コント□—ラ 

3 F 8- 3 FF 

シリアルポート 

4 D 0-4 D 1 

チップセット 

CF 8, CFC 

チップセット 

CF 9 

チップセット 

F 50- F 58 

チップセット 


* 16進数で表記しています 
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RAID コンフイ グレー シヨン 


ここでは本装置内蔵のハードディスウドライブをディスクアレイドライブとして運用するための方 
法について説明します。外付けのハードディスクドライプをディスクアレイドライブとして運用する 
場合については、オプションのディスウアレイコント□ーラと外付け増設ディスク筐体などが必要で 
す。詳しくはディスクアレイコント□—ラまたは外付け増設ディスク筐体に添付の説明書を参照して 
ください。 

本装置内蔵のハードディスクドライブをディスクアレイドライブとして構築するには次の方法があ 
ります。 


• SATA ハードディスクドライプ （2 台）をマザーボード上の RAID コント□—ラを使用して構築 
する。 

• オプションのディスクアレイコント□ーラを使用して構築する。 


シリアル ATA 八ードディスクドライプの RA 旧構築 


本装置内蔵のマザーポードにある RAID コント□ーラを使用してディスクアレイ （RAID0 または 
RAID1) を構築することができます。 

構築に必要となる機器はシリアル ATA (SATA) ハードディスクドライブ （2 台）のみです。 

• RAID0 (ストライビング） 

2台のハードディスウドライブに対してデータを分散して記録する方法です。この方法を「スト 
ライビング」と呼びます。2つのハードディスクドライプへ処理を分散させることによりハード 
ディスクドライプ単体で使用しているときに比べディスクアクセス性能を向上させることがで 
きます。 


胃-〇 • データを2台のハードディスクドライブに分散して記録しているためア 
Bfai レイを構成している八ードディスクドライブが1台でも故障するとデー 

夕の復旧はできません。 

• アレイの論理容量は、接続された八ードディスクドライブの整数倍とな 
ります。 


• RAID 1(ミラーリング） 

2台のハードディスクドライブに対して同じデータを記録する方法です。この方法を「ミラーリ 
ング」と呼びます。データを記録するときに同時に2台のハードディスクドライプに記録するた 
め、使用中に片方のハードディスクドライブが故障してももう片方の正常なハードディスクドラ 
イブを使用してシステムダウンすることなく継続して運用することができます。 




• データを2台のバードディスクドライブへ同時にリード/ライトしている 
ため、単体ディスクに比べてディスクアクセス性能は劣ります。 

• アレイの論理容量は、接続されたバードディスクドライブ1台と同じと 
なります。 
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八ードディスクドライブの取り付け 

本体に2台の SATA ハードディスクドライブを取り付けてください。取り付け手順については、84ペー 
ジを参照してください。 

胃-〇 取り付ける2台の八ードディスクドライブは同じ回転速度のものを使用してく 
ださい。また、 RAID 1を構築する場合は、同じ容量の八ードディスクドライ 
ブを使用することをお勧めします。 


BIOS セットアップユーティリティを使用した RAID の有効化 

取り付けた2台のハードディスクドライブは、単一のハードディスクドライプか、2台1組で構築され 
る RAID ドライブのいずれかで使用することができます。 

RAID ドライブとして構築するためには、 BIOS セットアップユーティリティを使用して、マザーポー 
ドの SATA コネクタに接続されているハードディスウドライブを RAID ドライブとして使用するため 
の設定が必要となります。 

出荷時の設定では、単ーハードディスクドライブとして使用するように設定さ 
IrgTp れています。 


次の手順で BIOS セットアップユーティリティの設定を変更します。 

1. BIOS セットアップユーティリティを起動する。 

詳しくは、111ページを参照してください。 

2. 「 Advanced 」 の 「Peripheral Configuration 」 メニューから 「SATA RAID Enable 」 
の設定を 「 Enabled 」 に変更する。 


PhoenixBIOS Setup Utility 

Advanced 

Peripheral Configuration 

Item Specific Help 

Serial Port 1 I/O Address : [3F8] 

Serial Port 1 Interrupt : [4] 

Serial Port 2 I/O Address : [2F8] 

Serial Port 2 Interrupt : [3] 

Parallel Port I/O Address : [378] 

Parallel Port Node : [ECP] 

Parallel Port Interrupt : [7] 

Parallel Port DMA channel : [3] 

Legacy USB Support : [Disabled] 

House Port : [Enabled] 

Audio : [Enabled] 

Parallel ATA : [Both] 

Serial ATA : [Enabled] 

Disables serial port 1 
or sets the base 

address/IRQ of serial 

SATA RAID Enable : CDisabLedJ^j 

FI Help t i Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit *~» Select Menu Enter Select>Sub-Menu F10 Save and Exit 


3. 「 Exit 」 メニューから 「Exit Saving Changes 」 を選択して、設定内容を保存し 、 BIOS 
セツトアップユーティリテイを終了する。 


以上で完了です。 
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設定を変更後、本装置を起動するたびに POS 丁の画面に RAD ドライブの設定および変更をするための 
ユーティリティ 「ArrayConfiguration Utility (ACU)」 の起動を促すメッセージが表示されます。 

Press <CtrL><A> for Adaptec RAID Configuration 
Utility 


必要に応じてユーティリティを起動して、設定してください。詳しくはこの後の説明を参照してくだ 
さい。 


Array Configuration Utility (ACU) を使った RAID の構築 

ここでは、本装置を起動した後、 POST の画面から起動することができる 「Array Configuration Utility 
(ACU) 」を使用した RAD の構築手順について説明します。 



RA 旧ドライブは、 EXPRESSBUILDER の「シームレスセットアップ」を使用 
して構築することもできます。 

詳しくは導入編の19ぺージを参照してください。 


ACU の起動方法 

次の手順に従って ACU を起動します。 


^ 起動の前に 「 BIOS ユーティリティを使用した RAID の有効化」で説明している 

序エック I BIOS の設定変更を完了していることを確認してください。 



ディスプレイ装置の画面にメッセージが表示されるまでに時間がかかる場合 
は、本装置の電源 ON 後、3〜5秒くらい経ってから < Ctrl > キーと < A > キーを押し 
てみてください。 


1 . 本装置を起動する。 

2. ディスプレイ装置の画面に次のメッセージが表示されたら、く Ct 「 l > キーと < A > キーを押 
す0 


Press <Ctrl><A> for Adaptec RAID Configuration 
Utility 


rxi ディスプレイ装置の画面にメッセージが表示されるまでに時間がかかる場合 
ItEjW は、本装置の電源 ON 後、3〜5秒くらい経ってから < Ctrl > キーと < A > キーを押し 
てみてください。 
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しばらくするとメインメニューが表示されます。 



R A 旧の構築 

次の手順に従って RAID を構築します。 


• し〗ったん RA 旧を構築してしまったドライブの属性（手順6以降に示す 
設定内容）は変更できません。 

• RAI □を構築する前に RAID ドライブを構成する八ードディスクドライ 
ブの物理フォーマツトをしてください。物理フォーマツトについては 
「Disk Utilities の使用」 （150 ベージ）を参照してください。 

參 Adaptec HostRAID を利用時は、 「 RAI □コンフィグレーション」の 

「ディスクアレイの管理」を参照し、必ず Bootable の設定を行ってくだ 
さい0 


1. ACU を起動する。 

詳しくは、 「ACU の起動方法 （142 ページ)」を参照してください。 

2. キーボードのカーソルキーで Options メニューから 「Array Configuration Utility 」 を選 
び、く Enter 〉 キーを押す。 



3. 


メインメニューから 「Create Array 」 を選択し、く Enter 〉 キーを押す 0 
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4. RAID を構築する 2 台の八ードディスクドライブをリストから選び、 <lnsert> キーを押す。 

<lnse「t> キーを押すと、右側の 「Selected Drives」 リストに追加されます。削除したい場 
合は、左側のリストからハードディスクドライプを選択し、 <Delete> キーを押すと削除さ 
れ、右側のリストから消えます。 




• 本装置は、最大2台のハードディスクドライブをマザーポードの SATA コ 
ネクタに接続することができます。 RAID を構築するために必要なハー 
ドディスクドライブは2台以上です。したがって、リストに表示されて 
いる2台のハードディスクドライブを選択してください。 

• リストに表示されているハードディスクドライブ名がグレイに表示され 
ているものは、使用できるディスク領域がないものか、イニシャライズ 
されていないハードディスクドライブであることを示します。 < Esc > 
キーを数回押してこのメニューをいったん終了して、この後の説明にあ 
る「ハードディスクドライブのイニシャライズ149ぺージ」を参照して 
ください。 


5. く Enter 〉 キーを 押す。 

RAID の詳細設定を行う r Array Properties 」 画面が表示されます。 

6. 力ーソルキーで RAID レベルを選択し、 く Enter> キーを押す。 

選択できる RAID レベルは RAID 0 (ストライビング）と RAID 1 (ミラーリング）のいずれか 


です。 
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7. 作成する RAID ドライブのボリュームラベル名を入力し、く Enter > キーを押す。 



8. < RAIDO を選択した場合のみ> 

ストライプサイズを 16KB、 または 32KB、64KB (初期設定）から選択し、 <Enter> キーを 
押す。 

ストライプサイズは、初期設定の 64 KB を選択することをお勧めします。 

irm 







「Create RAID via」 では、 RAID レベル (Array Type) との組み合わせでさまざまな RAID 
ドライプの作成方法を指定することができます。詳細を次ページの表に示します。 
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RAID レベル 

Create RAID via の選択肢 

作成方法 

RAID 0 

No Init 

新規で RAIDO ドライプを作成します。 

RAID 0 

Migrate 

データが保存されている既存のドライプに 
対して新規ドライプを追加するマイグレー 
シヨン（移行）をします。本装置では 
「 Migrate 」 をサポ_卜していません。 

RAID 1 

Build 

データが保存されている既存のドライプの 
内容を新規ドライプにコピーし、 RAID 1ド 
ライプを作成します。本装置では 「 Build 」 

をサポートしていません。 

RAID 1 

Clear 

すべての内容をクリアして、新規で RAID 1 
ドライプを作成します。 

RAID 1 

Quick Init 

新規で RAID 1 ドライプを即座に作成します。 


胃"〇 「 Migrate 」、「 Build 」 オプションは本装置ではサポートしていません。 

EBm 




• 既存の RAID ドライプに新規ドライプを追加する場合は、あらかじめ新 
規ドライブ内のデータのバックアップをとっておいてください。 

• ACU を使って RAID 1 ドライプの作成中、その処理を中断すると、 ACU を 
使って処理を再開させることはできません 。 Adaptec Storage 
Manager ™ を使用して RAID 1を構築してください。 

• Quick Init で RAID 1 ドライプを作成すると、その後の整合性チェック 
( ConsistencyCheck ) で不整合を通知される場合がありますが、ハー 
ドディスクドライプの故障や RAID ドライプの構築を失敗したわけでは 
ありません。ソフトウェアの指示に従って整合を取り直してください。 

• RAID 1 を構成するハードディスクドライブのディスク容量が異なってい 
ても RAID 1 ドライブを構築することができます。ただし、 「 Build 」 オプ 
シヨンで RAID 1 ドライプを作成する場合、容量の小さい方のハードディ 
スクドライプをコピー元または第1ドライプに指定してください。 

• Windows を使用してダイナミックディスクにアップグレードされている 
RAID ドライブに対して 「 Build 」 オプションを使用して RAID ドライプを 
作成しないことをお勧めします。 


1 0 .「Source Drive 」 を選択し、く Enter 〉 キーを押す。 


〇〇 


20M0 

20M0 
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11. すべての設定を完了したら、 「 Done 」 を選択して、く Enter > キーを押す。 

RAID の作成処理が始まります。完了までしばらくお待ちください。 



ディスクアレイの管理 

オプションメニューから rArray Configuration UtilityJ を選択して表示されるメインメニューで、 
「Manage Arrays」 を選択すると、 RAID ドライブの設定（属性）情報の確認や RAID ドライブ（アレ 
イ）の削除をすることができます。 



(srO 「Manage Arrays 」 を選択後に表示される 「List of Arrays 」 画面にて、 Mark 
■to Bootable の設定を行ってください。詳しくは151ページを参照してくださ 
し、。 
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• アレイ情報の確認 

Main Menu で 「Manage Arrays」 を選択し、 <Ente「> キーを押すとアレイを構築している RAID 
ドライプの一覧が表示されます。 

RAID ドライブを選択し、 <Enter> キーを押してください。選択した RAID ドライブに関するプロ 
パティダイアログボックスが表示されます。このプロパティダイア□グポッウスには RAID ドラ 
イブを構成している物理ハードディスクドライプの情報も含まれます。 



胃-〇 アレイを削除する前に RAID ドライブ内の大切なデータをバックアップしてく 
ださい。削除を実行するとすベてのデータを消失します。また、消失したデー 
夕を復帰（リストア）させることはできません。 


メインメニューで 「Manage Arrays」 を選択し、 <Ente「> キーを押すとアレイを構築している 
RAID ドライブの一覧が表示されます。以降の削除手順を以下に示します。 


1. 削除する RAID ドライブを選択し、く Delete > キーを押す。 

2. プロパティダイア□グボックスで、 「 Delete 」 を選択し、く Enter 〉 キーを押す。 



削除についての警告メッセージが表示されます。 


省/ 表示メッセージの内容や数は RAID レベルによって異なります。 

レ 国 

3. 「 Yes 」 を選択する。 

アレイやパーティションが削除されます。 「No」 を選択すると1つ前の画面に戻ります。 

4. く Esc > キーを押して1つ前の画面に戻る。 
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八ードディスクドライブのイニシャライズ 

RAID ドライブを作成するためにはハードディスクドライプがイニシャライズされていなければなり 
ません（イニシャライズされていないハードディスクドライブは、 RAID ドライプを構築するドライ 
プの選択画面でリストに表示されないか、グレーアウトされて表示されます)。 


• イニシャライズを実行すると八ードディスクドライブ上のパーティシヨ 
ンテーブルを上書きし、データを書き込めない状態にします。 

• アレイとして使用していた八ードディスクドライブをイニシャライズす 
ると、再び元のアレイに戻すことはできません。 

• 起動ドライブとして使用している RA 旧0ドライブを構成する八ード 
ディスクドライブをイニシャライズするとシステムが起動できなくなり 
ます。 


次の手順で八ードディスクドライブをイニシャライズします。 

1. ACU を起動する。 

詳しくは、 「ACU の起動方法 （142 ページ)」を参照してください。 

2. キーボードのカーソルキーで Options メニューから 「Array Configuration Utility 」 を選 
び、く Enter 〉 キーを押す。 



3. メインメニューから 「Initialize Drives 」 を選択し、く Enter 〉 キーを押す。 



4. カーソルキーを使ってリストからイニシャライズをする八ードディスクドライブを選び、 
〈 Insert 〉 キーを押す。 

5. もう一方の八ードディスクドライブを手順4と同様の手順で選択する。 

6. く Enter 〉 キーを 押す。 

7. 警告メッセージの内容を読み、イニシャライズする八ードディスクドライブを正しく選択 
していることを確認し、 <Y> キーを押してイニシャライズを続ける。 
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Disk Utilities の使用 

ACU を起動後に表示されるオプションメニューにある 「Disk Utilities」 は、ハードディスクドライブ 
の□—レベルフォーマツトやぺリファイをする場合に使用するメニューです。 


1. ACU を起動する。 

詳しくは、 「ACU の起動方法 （142 ページ)」を参照してください。 

2. キーボードのカーソルキーで Options メニューから 「Disk Utilities 」 を選び、く Enter 〉 
キーを押す。 
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— Format Disk 

直ちに対象としているハードディスクドライブを□—レベルでフォーマットします 
(ゼロ埋め込み）。購入時の SATA ハードディスウドライブは工場出荷時に□—レベル 
でフォーマット済みですが、 RAID を構成するハードディスクドライプは、 RAID を構 
築する前にこのオプションを使ってフォーマットをしてください。 

W-O 口ーレベルフォーマットは八ードディスクドライブ内のすべてのデータを消 
Bfaj 去します。フォーマットを実行する前に八ードディスクドライブ内にある大切 
なデータのバックアップをとつてください。 


— Verify Disk Media 

ハードディスクドライプ内のメディア不良を検出します。 


巳00 table の設定 

1. ACU を起動する。 

詳しくは、 「ACU の起動方法 （142 ページ)」を参照してください。 

2. キーボードのカーソルキーで Options メニューから 「ArrayConfiguration Utility」 を選 
び、く Enter〉 キーを押す0 



3. メインメニューから 「Manage Array」 を選択し、く Enter〉 キーを押す0 



4. 「List of Arrays」 に、作成されている Array が表示されるので、 く Ct「l> キーと く巳〉 キーを 
押し、確認メッセージが表示されたら、「丫」を選択する。 

「Mark Bootable」 が設定されます。 
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5. 「Mark Bootable 」 が設定されたことを確認して 、 Array Configuration Utility を終了 
し、本体装置を再起動する。 

「Mark Bootable 」 の設定の確認は 、 「List of Arrays 」 で表示されている Array の先頭に「*」 
が表示されることで確認できます。 

再起動後、設定が有効になります。 




